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Ⅰ 序 論

１ ４町合併の必要性

今日の地方自治を取り巻く状況をみると，地方分権の推進や生活圏の拡大，少子・高齢化，多様化・高度

化する住民ニーズ，国・地方を通じた厳しい財政状況といった社会的な潮流から，市町村合併が必要な状況

になっています。

さらに，それらと重なり合う中で，広域行政の蓄積や今後の展開，施策の共有，立地性や資源の活用など

に関わる山県東部４町の固有性からみた必要性も指摘できます。

こうした２つの観点からみた個別的な必要性を集約・総合化すると，次のように４つの点が指摘できます。

■４町合併の必要性
＜個別的にみた合併の必要性＞ ＜合併の必要性(集約・総合化)＞

●地方分権に対応した主体的なまちづくり

国や県の指導などではなく，「住民に身近な行政は，住民に身近な市町村で」という考え方のもと，「地方

分権」が進んでおり，市町村が自らの考えで責任をもって，個性豊かなまちづくりを推進することが求めら

れています。

このため，地方が主体性を持って，地域の実情や住民ニーズを踏まえながら，それぞれの特色を活かし，

魅力的で地域に根づくまちづくりを推進する必要があり，それには政策立案能力の向上，事務量の増大や専

門的な業務への対応などが不可欠です。

したがって，４町合併によって，一定の組織規模や財政規模を確保し，行財政の基盤強化と効率化，組織

や人材の高度化・専門化に取り組み，住民サービスの向上などを図る必要があります。また，それぞれの町

で行ってきた先導的な施策の共有・発展や，地域資源の広域的な活用などに取り組むことは，特色あるまち

づくりを一層進めていく条件を高めることにもなります。

１ 地方分権の推進への対応
２ 日常生活圏の拡大への対応
３ 少子・高齢化への対応
４ 多様化・高度化する住民ニーズへの対応
５ 国・地方を通じた厳しい財政状況への対応

① 山県東部４町における広域行政の今後の展開
② 地形(高原等)の共通性と農業施策の共有性の重視
③ 通勤・通学，買い物等の日常生活のつながりの重視
④ 多様な施設・機能の効果的な活用と格差の是正
⑤ 中国地方中央部としての存在感のアピール※

⑥ ２つの水系の源流域となる地域からの発信
⑦ 道路交通ネットワーク※の強化
⑧ 地域特性の活用と交流による魅力ある地域構造の形
成

⑨ ｢住んでみたい・住み続けたい・住んでよかった｣ま
ちづくりの展開

⑩ 地域の特色を活かした交流・連携による教育環境と
人づくり

社会的な潮流からみた合併の必要性

山県東部４町の固有性からみた合併の必要性

●地方分権に対応した主体的な
まちづくり
(１，①，②，⑨)

●充実したサービスを提供する
生活圏づくり
(２,３,４,③,④,⑦,⑨,⑩)

●多彩な魅力と存在感を高める
まちづくり
(１,４,④,⑤,⑥,⑧,⑨,⑩)

●厳しい財政状況のもとでの行
財政基盤の強化
(すべてに関係)

※( )の番号は，左記の項目の中で特
につながりの強いもの
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●充実したサービスを提供する生活圏づくり

生活圏の拡大や少子・高齢化，環境問題，多様化・高度化する住民ニーズへの対応など，それぞれの自治

体単独では解決が難しい課題などが増えています。

また，山県東部４町では，各町それぞれにおいて定住，交流，教育文化，環境，産業などに関わる特徴的

な施策を展開しており，こうした取り組みは地域の実情を踏まえながら，共有・発展させることが期待され

ます。

このため，今後，さらに広い視野でのまちづくりと広域的な連携が求められ，４町合併はそのことを効果

的かつ一体的に行える方法です。同時に，日常生活の広域化や地域的なつながりを踏まえ，より一層，利便

性や快適性などを高めるためにも，４町合併によるまちづくりが大切になります。

さらに，４町が一つの自治体になることは，都市基盤施設などの地域的な比較や住民の声の把握によって，

地域間格差がより身近なものとして認識できることにつながり，その是正に向けた施策の推進力となります。

加えて，合併を通じて，それぞれの地域における人材や施設等が，より広域的な観点からも活用しやすく

なるとともに，一つの自治体として，相互交流と連携を図りながら，地域を支える人づくりを進めていくこ

とができることになります。

●多彩な魅力と存在感を高めるまちづくり

山県東部４町は，様々な自然環境や生活文化を備えているとともに，数多くの観光資源や生活機能，産業

機能等を備えています。

しかし一方で，こうした特色ある地域資源や機能のつながりが弱く，相乗効果による魅力づくりが十分で

ないとともに，活用の余地を多分に残した自然的・文化的資源や低未利用の工業用地の存在など，まちづく

りの可能性につながる潜在的な資源も多数立地しています。

このため，４町が合併することによって，潜在的な資源を掘り起こし，活用しながら，それぞれの特色を

活かした役割分担と魅力づくりを図るとともに，それらのネットワーク化と交流を進めることによって，バ

ランスのとれた魅力ある地域構造の形成をより推進できることになります。

また，山県東部４町は全体としてみると，芸北地域の中央部であると同時に，中国地方における中央部で

もあり，日本海と瀬戸内海につながる２つの水系(江の川，太田川)の源流域でもあります。

こうした立地性は，４町が合併し一つのエリアを形成するとともに，それぞれの地域資源や機能を一つの
※

地域のものとして発信することによってアピールでき，存在感を高めることになり，特色あるまちづくりや

地域イメージのアップなどにもつながります。

加えて，合併を通じて，それぞれの地域の多彩な資源や人材を活用しながら，豊かな教育環境の整備・充

実や人づくりを進めていくことが一体的にできることになり，それが地域の魅力や存在感をはぐくむことに

もつながります。

●厳しい財政状況のもとでの行財政基盤の強化

平成15年度末の国及び地方の長期債務残高の合計は，686兆円程度に上ると見込まれており，国の財政は
※

依然として極めて厳しい状況にあります。山県東部４町の財政も，いずれも地方交付税などの依存財源に多

くを頼らざるを得ない状況であり，経常収支比率が80%を超えるなど，厳しい財政状況にあります。

今後，国全体の地方交付税の総額の削減や見直しにより，現在確保されている地方交付税も予断を許さな

い状況が生じてきているといえます。

このため，４町合併によって，国・県からの特例的な財政措置や経費の節約などにより財政基盤を強化す

る必要があります。

また，地方分権の推進や多様化・高度化する住民ニーズ等の社会的な状況・潮流を踏まえながら，厳しい

財政状況のもとで，政策立案能力の向上，事務量の増大や専門的な業務への対応などを進め，行政サービス

を向上させていくためには，行財政基盤の強化が不可欠であり，「市町村合併」はその有効な手段となります。
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２ 計画策定の方針

(１) 計画の趣旨

本計画は，山県東部４町(芸北町，大朝町，千代田町及び豊平町)の合併によるまちづくりを，総合的かつ

効果的に推進することを目的とし，新町の一体性の速やかな確立及び住民の福祉の向上等を図るとともに，

各旧町のまちづくりの理念等を尊重し，それぞれの地域の特色を活かしながら，新町の均衡ある発展を目指

すために策定するものです。

(２) 計画の構成

本計画は，新町のまちづくりを進めていくための｢新町建設の基本方針｣，｢新町の施策｣，｢公共施設の適正

配置と整備｣，｢財政計画｣などから構成しています。

(３) 計画の期間

本計画の計画期間は，平成17年（合併の日）から令和6年度の概ね20か年とします。

また，目標年次を計画期間の終わる年である令和7年とします。
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Ⅱ 新町の概況

１ 自然条件

(１) 位置・面積

新町は，広島県の北西部である芸北地域のほぼ中央部に位置します。さらに，中国地方の広がりの

中でみても，その中央部に位置する地域です。

新町の北及び西は，中国山地の稜線が連なり，それを境に島根県と接し，東は平成16年３月発足の

安芸高田市，南は広島市や山県郡西部３町村(平成16年10月，安芸太田町の発足予定)が位置してい

ます。

また，行政区域の面積は，645.86㎞ 2(芸北町253.63㎞ 2，大朝町90.50㎞ 2，千代田町171.07㎞ 2，

豊平町130.66㎞ 2)であり，山県郡全体のおよそ２／３を占め，広島市(741.75㎞ 2)に近い規模となり

ます。

新町における主要な道路網としては，中国縦貫自動車道と中国横断自動車道広島浜田線，一般国道

186号，191号，261号，433号などが通り，インターチェンジが２箇所設置されるなど，山陰山陽の

中間地点における交通の要衝となっています。

さらに，広島都市圏に接していることや交通条件，そして地域資源の活用などによって，観光・レ

クリエーションエリアとして，都市部との交流が多い地域です。特に，スキー場が集積する日本最南

端の地域であり，中・四国，九州方面からの入込み観光客で賑わっています。

図 新町の位置

広島市

(大朝町)

戸河内町

(芸北町)

山陽自動車道

中国横断自動車道広島浜田線

中国縦貫自動車道

(豊平町)

加計町

島根県

安芸高田市
新町

中国横断自動車道広島浜田線

中国縦貫自動車道

西瀬戸自動車道
(瀬戸内しまなみ海道)

(千代田町)
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(２) 地勢

① 地形

新町と島根県との県境付近には，中国山地の稜線が位置し，西から高岳，大佐山，冠山，天狗石山，

三ツ石山，阿佐山，畳山と1,000ｍ級の山々が連なります。

こうした稜線を有する新町の北西側の芸北エリア(旧芸北町の地域をいう。)では，県境付近以外に

も，臥竜山，掛頭山，毛無山など1,000ｍ級の山があり，集落地や農地は標高700ｍ台，600ｍ台が中

心で，800ｍ台には牧場も位置し，高原状の地形となっています。また，新町の北東側の大朝エリア(旧

大朝町の地域をいう。)は，芸北エリアよりも標高は低いものの，江の川やその支流沿いに標高400ｍ

前後の平地部が広がり，寒曳山などの山々やそれから伸びる丘陵地などとともに，高原状の地形を構

成しています。

これら高原状の地域の南に，千代田エリア(旧千代田町の地域をいう。)，豊平エリア(旧豊平町の地

域をいう。)は位置します。このうち千代田エリアは，江の川沿いにまとまった平地が盆地状に広がり，

なだらかな丘陵地も存在します。また，豊平エリアは，山々に抱かれながら，平地部・集落地等が点

在的に立地し，高原状・盆地状の地区，丘陵地，河川沿いの山間地，棚田集落など，多様な地形条件

となっています。

② 水系

新町は，中国地方を代表する江の川と太田川水系の２つの源流域に当たり，主として東側が江の川

水系，西側が太田川水系となり，日本海と瀬戸内海の２つの海につながります。

(３) 気候

新町は，中国山地の稜線付近に位置し，瀬戸内海沿岸部と比べると降水量が多く，特に冬期にその

傾向が強く，中国山地内陸型の特色を表しています。

また，新町のうち芸北エリアでは冬期の積雪量が多く，スキー場が多数立地し，大朝エリアもそれ

に準じた気候条件であり，夏期は比較的清涼な気候となっています。
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臥竜山
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椎谷山
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水系の境界
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水系の境界

櫛山

図 新町の地形・水系
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２ 社会経済条件

(１) 町の変遷

それぞれの町の変遷をみると，明治22年のいわゆる明治の大合併で14村となり，昭和29年から昭

和31年にかけてのいわゆる昭和の大合併で４つの町が誕生しています。

政所村 中祖村
雲耕村 宮地村
橋山村 荒神原村

大利原村 南門原村
奥原村 才乙村
草安村 奥中原村
苅屋形村 土橋村
細見村 川小田村

溝口村 高野村
米沢村 大暮村
移原村 小原村

東八幡原村
西八幡原村

大塚村 大朝村
筏津村 田原村

新庄村 宮迫村
岩戸村

石井谷村 今田村
有田村 後有田村
古保利村 寺原村
春木村 有間村

壬生村 川東村
川西村 川井村
惣森村 丁保余原村

本地村

今吉田村 阿坂村
吉木村

南方村 木次村

中原村 海応寺村
西宗村 上石村
下石村 志路原村

川戸村 蔵迫村
中山村 舞綱村

都志見村 戸谷村
長笹村

『

北

広

島

町

』

芸 北 町

大 朝 町

千代田町

豊 平 町

＜明治21年当時＞

八幡村

雄鹿原村

中野村

山廻村

大朝村

新庄村

八重村

壬生村

本地村

南方村

川迫村

吉坂村

原村

都谷村

＜明治22年の大合併＞

美和村

大朝町

昭和３年４月１日
名称変更

大正15年１月１日
町制施行

昭和28年12月１日
島根県那賀郡波佐村大字
波佐字滝平の一部を編入

昭和49年４月１日
千代田町大字中山字
明地原の一部を編入

八重町

壬生町

大正11年１月１日
町制施行

明治37年５月１日
町制施行

昭和39年７月１日
千代田町大字今田字
野々瀬の一部を編入

平成10年12月１日
千代田町大字今田字
野々瀬の一部を編入

昭和31年９月30日

昭和30年３月31日

昭和29年11月３日

昭和31年３月31日

＜昭和の大合併＞

平成17年2月1日（予定）

＜平成の大合併＞
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(２) 人口・世帯数

① 人口・世帯数とその推移

新町の人口は平成12年現在21,929人で，山県郡全体(31,110人)の約７割(70.5％)を占めています。

人口の推移をみると，減少傾向が続いており，最近10年間(平成２年から12年)でみると，997人，

率にして4.3％の人口減少となっています。

図 新町の人口と世帯数の推移

② 年齢３区分別人口

新町の平成12年の年少人口(０～14歳)比率は13.5％，生産年齢(15～64歳)人口比率は54.6％，老

年人口(65歳以上)比率は31.8％です。これを広島県，全国の平均と比較すると，年少人口比率は1.1

～1.4ポイント，生産年齢人口比率は12.0～13.3ポイント低く，老年人口比率は13.3ポイント以上

上回っています。

また，その推移をみると，年少人口比率，生産年齢人口比率は減少傾向にあり，老年人口比率は増

加傾向にあり，少子・高齢化が進んでいます。

図 新町の年齢３区分別人口構成の推移と比較
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新
町

資料：国勢調査

資料：国勢調査
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(３) 産業

① 総生産

新町の平成11年度の総生産は約970億円となっており，広島県の構成比と比較すると，第１次産業，

第２次産業の割合が高くなっています。

平成４年度と生産額を比較すると，第１次産業は減少し，一方で第２次産業，第３次産業は増加し

ています。特に第３次産業の増加が相対的に多く，構成比では，第１次産業，第２次産業は減少，第

３次産業で増加しています。

表 新町の産業別総生産の状況

資料：広島県市町村民所得推計結果報告
注：各産業分類の実数，構成比は輸入税，帰属利子等を加算控除する前の数値です。
なお，四捨五入の関係により，構成項目の合計が表中の総計と一致しない場合があります。

※1 総生産(市町村内総生産)
新たに生産された付加価値の総量について，経済活動別生産主体(事業所)ごとに貨幣価値で評価した

ものです。
※2 政府サービス生産者

利潤追求を目的としない生産主体でなければ，効率的かつ経済的に供給されないような社会共通のサ
ービスを，無償または生産コスト以下の価格で供給する事業所であり，国，地方公共団体，社会保障給
付を目的とする組織等が該当し，活動資金の大部分は税収によって調達されます。(例：下水道業，小学
校，中学校など)

※3 輸入税外
輸入税(関税と輸入品商品税)と控除分の帰属利子等からなります。

区 分

平成４年度 平成11年度

新町（４町） 広島県 新町（４町） 広島県

(百万円) 構成比(%) 構成比(%) (百万円) 構成比(%) 構成比(%)

総生産※1 83,620 100.0 100.0 97,014 100.0 100.0

第１次産業 5,939 7.1 1.2 4,861 5.0 0.9

農業 3,824 4.6 0.7 3,734 3.8 0.5

林業 1,954 2.3 0.2 1,019 1.1 0.1

水産業 161 0.2 0.3 108 0.1 0.2

第２次産業 41,437 49.6 37.0 46,281 47.7 30.7

鉱業 406 0.5 0.2 120 0.1 0.1

製造業 24,616 29.4 27.1 26,643 27.5 22.8

建設業 16,417 19.6 9.7 19,518 20.1 7.7

第３次産業 38,406 45.9 65.8 49,348 50.9 73.0

電気･ガス・水道業 2,454 2.9 2.4 2,336 2.4 2.5

卸売･小売業 5,421 6.5 20.3 5,521 5.7 16.1

金融･保険業 1,079 1.3 3.9 1,571 1.6 4.6

不動産業 7,275 8.7 9.3 10,807 11.1 12.9

運輸･通信業 5,571 6.7 7.4 9,086 9.4 8.5

サービス業 7,000 8.4 13.4 8,408 8.7 17.2

政府サービス生産者※2 8,580 10.3 7.8 9,509 9.8 9.1

その他 1,026 1.2 1.4 2,108 2.2 2.0

輸入税外※3 △2,161 △2.6 △4.0 △3,474 △3.6 △4.5
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② 農林業

新町の平成12年の農家数は3,143戸，林家数は3,643戸となっており，ともに減少傾向にあります。

また，農業粗生産額（平成13年は農業産出額）では，平成13年は約66億円となっていますが，近
※

年微減傾向にあります。

図 新町の農家数・林家数の推移

資料：農業センサス，世界農林業センサス

図 新町の農業粗生産額（平成13年は農業産出額）の推移

資料：広島農林水産統計年報
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③ 工業

新町の平成13年の工業の状況をみると，事業所数108事業所，従業者数3,459人，年間製造品出荷

額等約876億円となっています。

それぞれの推移をみると，事業所数が減少傾向にあり，従業者数は近年3,300～3,500人の間で，年

間製造品出荷額等は約850～910億円の間で推移しています。

図 新町の工業の推移

資料：工業統計調査
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④ 商業

新町の商業の状況は，卸売業より小売業が中心となっており，平成14年（速報値）では，山県郡全

体の商店数307店の約９割，年間商品販売額284億円の約6.5割を占めています。

平成14年の小売業の状況をみると，商店数283店，従業者数1,127人，売場面積22,864㎡，年間

商品販売額約186億円となっています。

それぞれの推移をみると，商店数は減少傾向，従業者数，売場面積，年間商品販売額はそれぞれ変

化しているものの，平成３年と比較すると減少しています。

図 新町の小売業の推移

資料：商業統計調査
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⑤ 観光

新町の平成14年の観光客数をみると，入込観光客数179.6万人，地元客23.8万人で合計203.4万

人となっています。

観光客数の推移をみると，平成11年にかけて増加傾向にありましたが，近年はほぼ横ばい状態にあ

ります。

図 新町の観光客数の推移

資料：広島県入込観光客の動向
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３ 住民意向の把握

平成15年６月に実施した新町建設計画策定に関するアンケート調査(一般，中学生)をもとに，主と

して新町建設に向けたまちづくりの方向性に関わる住民意向を整理すると，次のようになります。

表 住民意向の把握と比較

区 分 一般(16歳以上) 中学生

合併による
効果と不安

○ 合併による効果としては，“経費削減・

行財政の効率化”と“若者等の定住促進”

の意見が特に多く，次いで，“行政サービ

スの向上”，“一体的なまちづくりの推進”，

“生活の利便性の向上”，“財政支援を活用

した基盤整備”も比較的多くあげられてい

ます。

○ 合併による不安としては，“周辺部が取
り残される”と“きめ細かい行政サービス
が困難”，“意見が行政に反映されにくい”
の意見が特に多く，さらに，“住民負担の
増加”が続き，これら４つが中心となって
います。

○ 合併による効果としては，“地域の魅力

アップ”の意見が最も多く，次いで，“生

活の利便性の向上”，“一体的なまちづくり

の推進”，“経費削減･行財政の効率化”も

比較的多くあげられています。

○ 合併による不安としては，“伝統，文化

等の消失”の意見が最も多く，次いで“周

辺部が取り残される”となり，さらに，“住

民負担の増加”，“意見が行政に反映されに

くい”，“役場が遠くなり不便”も比較的多

くあげられています。

＜共通点・類似点＞
○ 合併による効果においては，両者とも上位に“経費削減・行財政の効率化”，“一体的
なまちづくりの推進”があげられている。
○ 合併による不安としては，両者とも上位に“周辺部が取り残される”，“意見が行政に
反映されにくい”，“住民負担の増加”があげられています。

新町の重点
施策

○ 新町における重点施策としては，“バス

路線の維持・充実”と“医療施設の維持・

充実”の意見が特に多く，さらに，“福祉

の充実”が続き，これらが３大重点施策に

位置づけられます。

○ 次いで，“小中高の教育の充実”と“救
急･医療※体制の充実”，“工業の振興”，“生
活道路の整備”，“主要道路の整備促進”，
“ごみの減量化・リサイクル※促進”があ
げられ，上位を占めています。

○ 新町における重点施策としては，“自然

環境の保全・活用”の意見が最も多く，次

いで“スポーツ施設の充実”，“公園・広場

等の整備”，“バス路線の維持・充実”，“ご

みの減量化・リサイクル促進”，“文化施設

の整備”があげられ，上位を占めています。

○ この他，“小中高の教育の充実”や“中

心部の魅力を向上”，保健・医療・福祉関

係の項目なども比較的多くあげられてい

ます。

＜共通点・類似点＞
○ 両者とも上位に“バス路線の維持・充実”，“ごみの減量化・リサイクル促進”，“小中高
の教育の充実”，保健・医療・福祉関係の項目があげられています。

新 町 の 特
色・将来の
姿

○ 新町の特色・将来の姿としては，“保健・

医療・福祉が充実したまち”の意見が特に

多く，次いで“若者等の働く場が確保され

たまち”も多くあげられています。

○ さらに，“うるおいのある美しいまち”，

“社会環境・教育環境が充実したまち”，

“ゆとりある快適な住まいと生活環境の

まち”の意見も比較的多くなっています。

○ 新町の特色・将来の姿としては，“商業

施設等がある便利でにぎわいのあるまち”

の意見が最も多く，さらに，“うるおいの

ある美しいまち”が続き，この２つが中心

となっています。

○ これらに次いで，“スポーツ・健康づく

り活動がさかんなまち”と“保健・医療・

福祉が充実したまち”の意見も比較的多く

なっています。

＜共通点・類似点＞
○ 両者とも上位に“保健・医療・福祉が充実したまち”，“うるおいのある美しいまち”
があげられています。
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４ 新町建設に向けた計画条件と課題

(１) 新町建設に向けた計画条件の整理

新町の現状を踏まえながら，将来像やまちづくりの基本方針などの検討につないでいく観点から，

新町建設に向けた計画条件を，次の観点から整理します。

○新町のまちづくりの資源

○新町のまちづくりの留意点・問題点

○新町の広域的な位置づけと役割

① 新町のまちづくりの資源

新町のまちづくりの資源を大きくまとめると，次の９点をあげることができます。

●東西・南北の高速交通体系の結節点を有する地域

中国縦貫自動車道，中国横断自動車道広島浜田線と２つのインターチェンジ(千代田，大朝)が位置

し，東西(近畿・九州)及び南北(山陽・山陰)の交通の十字路としての結節点機能を有する地域です。

●中国地方の中央部に位置する県境の地域

中国地方の東西・南北のほぼ中央部に位置し，かつ，島根県との県境に位置する地域です。

●多様な地形と環境を有する多自然居住地域

高原，丘陵地，盆地，山間など多様な地形条件と，その中で息づく貴重な動植物や風景などの環境

を有する多自然居住地域です。

●日本海と瀬戸内海につながる主要河川の源流域

中国地方で最長，かつ西日本で２番目に長い，島根県江津市に注ぐ江の川と，政令指定都市である

広島市に注ぐ太田川の源流域に位置する地域です。

●日本最南端のスキー場が集積する地域

芸北エリアや大朝エリアを中心に多数のスキー場が立地し，日本最南端のスキー場が集積する地域

です。

１ 東西・南北の高速交通体系の結節点を有する地域

２ 中国地方の中央部に位置する県境の地域

３ 多様な地形と環境を有する多自然居住地域

４ 日本海と瀬戸内海につながる主要河川の源流域

５ 日本最南端のスキー場が集積する地域

６ 特色ある教育環境を備えた中山間地域

７ 先人の培った歴史と有形・無形の多様な文化財が存在する地域

８ 住民参加の多様なまちづくり活動が展開されている地域

９ クリーンエネルギーを活用した多様な産業を展開する地域

新町のまちづくりの資源
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●特色ある教育環境を備えた中山間地域

公立高等学校・分校に加え，中山間地域では数少ない私立の中学校・高等学校が立地している地域

です。

加えて，御調地域と並んで２地域のみが認定されている連携型中高一貫教育校があるなど，特色あ

る教育環境を整えています。

●先人の培った歴史と有形・無形の多様な文化財が存在する地域

先史時代の遺跡や中世城館遺跡，製鉄遺跡などの存在に加え，神楽，花田植などが今に伝わり，有

形・無形の文化財が魅力と奥深さを醸し出す地域です。

●住民参加の多様なまちづくり活動が展開されている地域

山村の食・農・伝統文化の継承や環境保全，菜の花を通じた循環型社会の形成への取り組み，農産
※

物の加工による特産品開発と交流促進，そばの里づくりなど，住民が主体的に参加した多様な地域お

こし，まちづくり活動が展開されている地域です。

●クリーンエネルギーを活用した多様な産業を展開する地域
※

小水力発電などのクリーンエネルギーを活用した施設園芸による新規産業の研究や都市と農村の交

流施設などの整備の充実，合わせて新しい産業の展開や企業誘致などの有利性を高めることによって，

就業機会の拡大を図る地域です。
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② 新町のまちづくりの留意点・問題点

新町のまちづくりに関する留意点・問題点を大きくまとめると，次の６点をあげることができます。

●若者流出(少子化)と高齢化の進行

老年人口比率が30％を超え，高齢化の進行は，国及び県の状況を超えた勢いであり，加えて，年少

人口比率が低下し，少子・高齢化が進んでいます。

また，人口は減少傾向にあり，少子・高齢化の進行と併せてみると，今までの状況からは今後とも

人口減少・過疎化の傾向が続くと想定されます。

●地域内・地域間の交通ネットワークの弱さ

高速自動車道が整備されている一方で，新町内や新町と山県郡西部３町村(平成16年10月，安芸太

田町の発足予定)，平成16年３月発足の安芸高田市などをつなぐ道路網は充実されているとはいえず，

生活バス交通の利便性の低さと併せ，新町の地域内・地域間の交通ネットワークの弱さが指摘されま

す。

●基盤施設や公共公益施設整備の地域格差

それぞれの地域においては，文化・スポーツ施設等は比較的充実しているといえますが，上下水道

の整備状況や医療施設の立地状況などでは，地域間の格差が生じています。

●集落機能の弱体化

少子・高齢化，過疎化の進行によって，今後，小規模な集落などでは，コミュニティ活動などに制

約が多くなることや維持が難しくなること，場合によっては集落の維持が困難になることも想定され

ます。

●地域経済を取り巻く厳しい情勢と産業基盤の遊休化

我が国の経済は，依然として不況を脱したとはいえず，新町の経済も厳しい状況にあり，農家数や

農業粗生産額の減少，製造品出荷額等の伸び悩みなどに加え，工業団地，流通団地の遊休化も指摘さ

れます。

●厳しい財政状況

各旧町とも，全体的には自主財源の割合や財政力指数の低さ，経常収支比率の高さなど，厳しい財
※ ※

政状況にあります。

１ 若者流出(少子化)と高齢化の進行

２ 地域内・地域間の交通ネットワークの弱さ

３ 基盤施設や公共公益施設整備の地域格差

４ 集落機能の弱体化

５ 地域経済を取り巻く厳しい情勢と産業基盤の遊休化

６ 厳しい財政状況

新町のまちづくりの留意点・問題点
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③ 新町の広域的な位置づけと役割

新町の広域的な位置づけと役割を，期待される内容を含め大きくまとめると，次の６点をあげるこ

とができます。

●自然や歴史文化を活かした多彩な体験学習・レクリエーション拠点

豊かな自然環境，スキー場の集積，森林レクリエーションの場，有形・無形の文化財，体験施設の

存在などを活かしながら，それらの充実・整備と新たな拠点の創出などを通じ，多彩な体験学習・レ

クリエーション拠点としての役割をより一層担っていくことが期待されます。

●水系を通じて陰陽の連携・交流を先導する地域

日本海と瀬戸内海に通じる２つの主要河川の存在を活かし，環境保全や教育文化，まちづくり活動

などにおいて，陰陽をつなぐ広域的な連携・交流を先導する地域としての役割を発揮することが期待

されます。

●交通の十字路としての立地性を活かした多様な交流拠点

東西・南北の高速交通体系の結節点(十字路)としての立地性，広島市との近接性を活かし，前記の

多様な体験学習・レクリエーション拠点の整備・充実や広域的な交流活動の展開，さらには生産・就

業拠点の強化などを通じ，多彩な交流拠点としての役割を担っていくことが期待されます。

●地域特性を活かした産業が根づき，生産物を通じた交流が生まれる生産・就業の場

自然環境や交通条件，立地性などを活かしながら，地域に根づく多様な産業を育てるとともに，就

業の場や生産物・製品を通じて，周辺地域や都市住民等に対しても寄与し，交流が生まれる生産・就

業の場としての役割を担うことが期待されます。

●多自然居住地域としての定住・滞在の場

それぞれの地域の気候や風土，風景を活かしながら，個性と魅力のある住まいづくりや生活環境の

整備に取り組み，多自然居住地域としての定住の場，さらには滞在の場としての役割を担っていくこ

とが期待されます。

●教育，福祉等が充実した安心・快適生活の場

教育施設や福祉施設の立地，小･中連携，中･高連携などの教育内容や福祉サービス提供の実績を活

かしながら，豊かな自然や文化的環境の中で，誰もが安心して心豊かに生活できる場の整備・充実を

図り，ＵＪＩターンを促進する要因の一つとしての役割も発揮していくことが期待されます。
※

１ 自然や歴史文化を活かした多彩な体験学習・レクリエーション拠点

２ 水系を通じて陰陽の連携・交流を先導する地域

３ 交通の十字路としての立地性を活かした多様な交流拠点

４ 地域特性を活かした産業が根づき，生産物を通じた交流が生まれる生産・就業の場

５ 多自然居住地域としての定住・滞在の場

６ 教育，福祉等が充実した安心・快適生活の場

新町の広域的な位置づけと役割
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(２) 新町建設に向けた課題

① 計画条件の整理と主要課題の設定

まちづくりを計画的かつ効率的に進めていくためには，明確な目標とその実現のための施策を総合

的・体系的にまとめることが大切です。とりわけ，市町村が合併する場合，共有される理念や方向性

を見いだすことが重要になります。

そのための前提となるのが，社会経済情勢や地域の実情を踏まえ，住民の意識・意向を把握しなが

ら，特性と問題点を掘り下げ，まちづくりの理念や施策などにつなぐための的確な課題を設定するこ

とです。

こうした課題は，計画を取り巻く社会的な潮流に関するものと，新町に焦点を当てた中で浮かび上

がるものに分けることができます。

また，後者については，施策の部門を考慮した基本となる課題に加え，地域の特色づくり・魅力づ

くりに関わる特定の課題も設定することができます。これらは社会的な潮流に包含される内容も抱え

ており，まちづくりの理念や施策を検討するときには，そうした点も認識しておく必要があります。



- 19 -

■計画条件の整理と主要課題の設定

全
体
的
・
部
門
的
な
基
本
課
題
（
相
互
に
関
連
）

新

町

の

現

状

①体験学習・レクリエーシ
ョン拠点
②水系を通じた連携・交流
の先導
③交通の十字路を活かした
交流拠点
④地域特性を活かした生
産・就業の場
⑤定住・滞在の場
⑥安心・快適生活の場

①東西･南北の高速交通体
系
②中国地方の中央部
③多自然居住地域
④日本海と瀬戸内海につな
がる河川
⑤最南端のスキー場集積地
域
⑥特色ある教育環境
⑦有形・無形の文化財
⑧住民参加のまちづくり
⑨クリーンエネルギーを活
用した多様な産業を展開
する地域

①若者流出と高齢化
②地域内交通ネットワーク
の弱さ
③施設整備の地域格差
④集落機能の弱体化
⑤地域経済を取り巻く厳し
い情勢
⑥厳しい財政状況

地

域

に

根

ざ

し

た

主

要

課

題

●共有できる地域像と個性・魅力の再
構築

●地方分権と市町村合併の流れへの対応
●自由な選択と自己責任の確立への対応
●価値観と生活様式の多様化への対応
●生活圏・行動圏の拡大への対応
●少子・高齢化への対応
●高度情報化への対応
●環境との共生・循環型社会の構築への対応
●国際化・地球時代への対応
●男女共同参画社会への対応
●農山村・自然志向への対応

社会経済情勢

特
色
・
魅
力
づ
く
り
の
特
定
課
題

●道路交通と情報ネットワークの形成

●若者等の定住を促進する環境と条件
づくり

●多彩な拠点の整備・充実と地域構造
づくり

●基礎的な生活圏やコミュニティが輝
くまちづくり

●自然環境の保全・活用と環境との共
生

●安全・安心の環境と条件整備

●健康で安心して暮らせるまちづくり

●地域の特色を活かし，生み出す産業
づくり

●教育文化の環境づくりと一人ひとり
が輝くまちづくり

●地方分権への対応と計画的かつ効率
的な地域経営

●２つのインターチェンジの活用

●水系を通じた広域連携・交流の先導

●中国地方の中央部という立地性の活
用

●先人の知恵と歴史文化の保存・継
承・活用

●まちづくりの担い手の育成とネット
ワークづくり

時代の潮流への対応
－計画を取り巻く社会的潮流－

広域的な位置づけ

まちづくりの資源

留意点・問題点

まちづくりの主要課題

（
全
体
に
関
わ
る
）

●地域周遊ルートづくりとグリーンツ
ーリズムの推進

住民意向の把握
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② 時代の潮流への対応

●地方分権と市町村合併の流れへの対応

国及び地方の財政の悪化，日常生活圏の拡大，少子・高齢化の進行などの中で，地方自治体の自主

性，自立性を高める方向で地方分権に向けた制度の見直しが進んでいるとともに，効率的な行財政運

営を図りながら，様々な行政課題に対し，広域的に取り組む必要性が高まっています。また，市町村

の合併の特例に関する法律(合併特例法)が平成７年と平成11年に大幅に改正されるなど，市町村合併

が推進されています。

このため，山県東部４町においても，山県東部合併協議会(法定合併協議会)を平成15年４月１日に

設立し，合併に向けて取り組んできました。今後，厳しい財政状況などを踏まえながら，地方分権に

対応できる行政システムを構築し，経営的な視点を取り入れた計画的で効率的な地域経営を進めてい

く必要があります。

●自由な選択と自己責任の確立への対応

成熟化する社会において，人々の価値観が変化し，行政に対するニーズも多様化・高度化する傾向

にあり，今までの画一的な制度から，自己責任のもとで暮らしや事業の選択の幅を広げる取組みが広

まっています。また，ボランティアやＮＰＯ(特定非営利活動法人)の活動も多様に展開され，活発化
※

し，これからのまちづくりにおいて，こうした力は不可欠といえます。

このため，個性と多様性を尊重し，住民のニーズを踏まえながら，行政サービスについても選択の

範囲の拡大に努める必要があります。また，まちづくりに対する住民，企業等の意識の高揚や役割，

責任の自覚を高めるとともに，行政と住民・企業等の連携を図りながら，住民等の自主的なまちづく

り活動を促進していくことが大切です。

●価値観と生活様式の多様化への対応

経済面において，我が国が欧米諸国に追いつき，社会が成熟化する中で，人々の価値観も，物の豊

かさだけでなく，人と人のふれあい，自然や歴史文化，環境への関心の高まりなど，多様な方向へと

進みつつあります。

こうした状況の変化は，人々の生活様式の変化につながっており，アウトドア・自然志向，趣味の
※

拡大，ボランティアやＮＰＯの活動の活発化などがみられ，行政サービスに関わる内容も多様化・高

度化しながら増大しています。

このため，価値観と生活様式の多様化に対応した行政サービスの充実を図るとともに，そうした状

況を踏まえた地域振興を検討していくことが大切です。

●生活圏・行動圏の拡大への対応

交通網や情報通信手段の発達，経済的な背景などにより，日常生活圏や行動圏は住んでいる市町村

の枠を越えて広がっています。

こうした状況に対応し，住みよいまちづくりを進めるとともに，地域の魅力づくりや活性化に資す

るためには，広域的な交流や連携，さらには市町村合併など，さらに広い圏域と視野でのまちづくり

が必要とされます。

●少子・高齢化への対応

我が国の人口は，出生率の低下によりこのところ伸びが鈍化しており，平成18年頃からは人口減少

の局面に入ることが予測され，少子・高齢化がより一層進むことになります。

このことは，労働力供給の減少や医療・介護の負担の増加などにつながりますが，一方で，高齢社

会は，自由度の高い生活を享受し，社会参加の意欲も高い人々が増加する側面も備えているといわれ

ます。

このため，地域特性を踏まえた子育て環境の充実，高齢者の健康づくり，社会参加と生きがい創出

を進めるなど，地域ぐるみで少子・高齢化や人にやさしいまちづくりに対応する仕組みを構築する必

要があります。
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●高度情報化への対応

情報技術（ＩＴ）の急速な進歩と普及は，暮らしのあり方や産業構造を大きく変えようとしていま
※

す。また，中央と地方の情報格差や地域間の距離などの物理空間の制約を軽減するとともに，保健・

医療・福祉，防災，文化など多方面における高度で多様なサービスの提供が期待されています。さら

に，情報化の進展は，個人や組織における自由な情報の受発信と共有化を可能とし，新たな社会経済

システムを構築しつつあります。

しかし一方で，不正アクセスやプライバシーの侵害，インターネットに高速でアクセスできる環境
※ ※ ※

を有する者とそうでない者との情報格差の問題などが指摘され，解決しなければならない課題も生じ

ています。

このため，高度情報通信基盤の整備を進めるとともに，個人情報の保護などに配慮しながら，情報

技術を活かした行政サービスの充実や，定住条件の向上などに取り組んでいく必要があります。

●環境との共生・循環型社会の構築への対応

今日の環境問題は，地球温暖化，酸性雨，熱帯雨林の減少，オゾン層の破壊，ダイオキシン類の発
※ ※

生などが地球規模に広がり，人類の生存に係わる重大なテーマとなっています。また，20世紀は大量

生産・大量消費・大量廃棄という拡大型の社会経済システムの時代でもありましたが，21世紀におい

て，こうしたシステムを続けることは不可能です。

このため，地球環境問題や廃棄物の問題は，一人ひとりの生活様式や個々の産業活動などと密接に

つながっていることを認識し，地域レベルからも環境と共生した暮らしや循環型社会の形成に取り組

む必要があります。

●国際化・地球時代への対応

交通・輸送手段や情報技術の発達，国際情勢の変化などを背景に，人・物・情報の交流が世界的に

拡大しています。一方で，地球環境問題や国際的な犯罪の発生，限りある資源・エネルギーの枯渇問
※

題が表面化する恐れがあるなど，地球規模での動きや変化と同時に，新たな課題を解決しなければな

らない側面もあります。

このため，住民の国際化や地球時代への理解を深めながら，国際感覚の高揚や国際交流活動の推進，

国際化に対応した施設整備など，地域の実情を踏まえて進めることが求められます。

●男女共同参画社会への対応

近年，職場進出や様々な社会活動をする女性が増えています。制度面においては，男女共同参画社

会基本法や改正男女雇用機会均等法，育児・介護休業法など，男女平等の実現に向けた社会の仕組み

づくりが整いつつあります。しかし一方で，家事や子育て，家族の介護の負担が女性に偏っているこ

と，継続して働ける条件が十分でないことなど，様々な問題点や課題が指摘されています。

このため，男女が社会のあらゆる分野の活動に参画する機会を確保し，均等に利益を享受し，とも

に責任を担う男女共同参画社会の形成に向けて取り組む必要があります。

●農山村・自然志向への対応

都市化が進行し，日常の中で自然に親しむ機会が減少する中で，自然とのふれあいを重視する自然

志向の高まりがみられます。また，物質的な豊かさの享受や価値観の多様化に加え，交通網や高度情

報通信基盤の整備なども関係し，都市住民等が農山村での暮らしや滞在を求めて行動する状況も増え

ていると考えられます。

このため，新町における多彩な地域資源の活用や定住・滞在の魅力づくりなどに取り組むとともに，

情報の受発信や受け入れ体制を整え，農山村・自然志向を新町の活性化につないでいくことが大切で

す。
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③ 全体的・部門的な基本課題

●共有できる地域像と個性・魅力の再構築

新たな地域を生み出していくためには，住民等が共有・共感できる地域像の創出が求められます。

また，地域像の実現を目指し，均衡のとれた発展と個性をはぐくみ，生み出していくには，それぞ

れの地域の拠点や資源を大切にすると同時に，地域全体の魅力を築いていく必要があります。

さらに，その過程においては，住民一人ひとりの地域への愛着を高め，地域ぐるみでまちの個性と

魅力を生み出していくことが求められ，加えて，築いた環境や仕組みをみんなで管理・運営していく

ことが，持続的なまちづくりには不可欠です。

このため，それぞれの地域における特色や資源を把握し，共通点，共有できる点を見いだしながら，

未来を指向する中で共有・共感できる地域像を設定するとともに，自由な発想を出し合い，新町の個

性と魅力を再構築する必要があります。

さらに，住民に対し，まちづくり情報等を分かりやすく提供しながら，まちを知り郷土を愛する心

をはぐくむとともに，住民の主体的なまちづくり活動を促進することも大切です。

●多彩な拠点の整備・充実と地域構造づくり

各旧町には，役場があり，スポーツ施設，文化施設，観光・レクリエーション施設等が多数立地し，

その中には類似した施設などもあり，今後，全体的に施設の役割や位置づけなどを検討・調整する必

要があります。また，自然環境や文化的資源など，活用の可能性のある潜在的な資源，さらには，低

未利用の敷地なども多数存在します。

このため，新町では，その圏域の中でそれぞれの機能分担や連携を図りながら，様々な内容やレベ

ルの拠点(機能，空間)を位置づけ，必要に応じて整備・充実を図るとともに，ゾーンとしてのまとま

りのある活用，道路交通網によるネットワーク化なども検討し，しっかりとした地域構造を形成して

いく必要があります。

●道路交通と情報のネットワークの形成

新町における暮らしや経済活動等の利便性，快適性，防災･安全性等を高めるためには，道路・交通

対策は不可欠であり，体系的な道路交通ネットワークの形成が求められます。また，急速に進歩して

いる情報通信技術を，行政サービスの向上やまちの活性化などに役立てることは，これからのまちづ

くりにおいて重要な課題です。

このため，旧町をつなぐ道路網の整備・充実，インターチェンジへのアクセスの円滑化など地域内

道路網等の整備を図るとともに，広島市やその他周辺地域，そして島根県(浜田市方面など)とをつな

ぐ道路網の整備・充実を促進し，バランスのとれた道路ネットワークの形成を図る必要があります。

また，地域の実情を踏まえながら，生活交通(バス路線)の確保・充実に取り組まねばなりません。

さらに，情報技術の進歩に的確に対応しながら，情報ネットワークを構築し，併せて，誰もが基本

的な情報技術を利活用できるよう情報教育を進めることも重要です。

●若者等の定住を促進する環境と条件づくり

住民の生活水準が高まり，価値観が多様化する中にあって，住みよいまちづくりと，それを背景と

した若者等の定住化を進めるためには，安全・安心の環境づくりとともに，より快適で質の高い生活

環境づくりや魅力ある就労の場の確保などが求められます。

このため，道路交通網や上下水道，高度情報通信基盤などの整備を進めるとともに，にぎわいや交

流の場づくり，地域資源を活かしたうるおいのある空間づくり，教育環境・子育て環境の充実などに

取り組む必要があります。また，自然や田園環境などを活かした，新町ならではの魅力ある住まいづ
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くりや住宅・宅地の供給を進めていくことも大切です。さらに，住民や企業等と連携しながら，地域

の特色・立地性を活かした産業振興や職場の確保などに取り組むとともに，新町の魅力を発信し，Ｕ

ＪＩターンを促進することも期待されます。

●自然環境の保全・活用と環境との共生

環境は，21世紀における人類の共通したキーワードの一つであり，地域における一人ひとりの暮ら
※

し方や自然への接し方などが，地域の環境，さらには地球の環境に大きく影響します。

このため，住民の環境に対する知識や認識を高めながら，日常生活からはじまる循環型社会の形成

に取り組むことが大切です。また，自然環境の保全・活用に努めながら，源流域をはじめとした豊か

な自然を守り育て，次代に引き継いでいく必要があります。

●基礎的な生活圏やコミュニティが輝くまちづくり

新町には，様々な規模や性格の集落，市街地が存在し，基礎的な生活圏やコミュニティが形成され

ており，社会的な状況を踏まえながら，その維持・充実に取り組むことが大切です。

合併すると行政圏域が拡大するわけですが，そうした場合においても，今までの基礎的な生活圏の

機能をできるだけ維持し，生活の利便性や安心感などを確保していくことが求められます。

このため，旧町の生活中心地，コミュニティ拠点などの機能を維持・充実させるとともに，少子・

高齢化，過疎化の中で，集落の生活・コミュニティ機能の維持・確保などに努める必要があります。

また，それぞれの集落等における世代間交流やコミュニティ活動を支援し，豊かな暮らしの場づくり

を進めることも必要です。

●健康で安心して暮らせるまちづくり

旧町においても，少子・高齢化が国や県の状況を超えて進んでおり，こうしたことや地域の実情を

踏まえながら，すべての住民が，家庭や地域で生きがいを感じながら，健康で安心して暮らせるまち

を目指すことが大切です。

このため，少子･高齢化への対応を踏まえながら，保健・医療・福祉を充実させ高齢者や障害者等が

安心して暮らせる環境を充実させるとともに，みんなで支え合う地域福祉の推進に取り組む必要があ

ります。

●教育文化の環境づくりと一人ひとりが輝くまちづくり

すべての人の人権が尊重されることは，社会の根本原理です。また，住民一人ひとりが尊重される

中で，生涯にわたって学び，自らの選択のもとで多様な活動に自由に参加できることは，心の豊かさ

を高めていくための基本です。さらに，これからのまちづくりは，住民や団体等が，行政と協働しな

がら，様々な場において活躍できることが大切であり，こうした活動を通じて，まちづくりを担う人

が，さらに育っていくと期待されます。

このため，基本的な人権の尊重のもとに，生涯にわたって学び，様々な活動に参加していける環境

と条件を整備し，地域文化の創造やスポーツ・レクリエーション活動などへの住民の主体的な参加を

促進する必要があります。また，地域間交流や国際交流など多様な交流活動を進めるとともに，住民

一人ひとりがまちづくりに参加し，活躍できる地域社会づくりや男女が共同参画していく社会の形成

に取り組んでいくことが求められます。

●安全・安心の環境と条件整備

平成７年１月17日に起きた阪神淡路大震災は，人的・物的に甚大な被害をもたらし，災害の危険性
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や地域住民等が参加する防災まちづくりの必要性などを再認識させるきっかけにもなりました。また，

高齢化が進む中で，高齢者等が交通事故に遭う危険性が増すとともに，ストーカーやインターネット
※

上での不正アクセスなど，従来とは様相を異にする犯罪なども発生し，住民の安全と安心の確保に向

けた課題は山積しています。

このため，住民やボランティア等の参加と協力を得ながら，ソフト・ハードの両面から災害に強く，

犯罪の起こりにくいまちづくりに取り組むことが求められます。また，地域の実情や社会情勢の変化

等を踏まえ，交通安全対策や防犯対策に地域ぐるみで取り組む必要があります。

●地域の特色を活かし，生み出す産業づくり

旧町の産業は，農林業，商工業，観光など，それぞれの地域の特色を持って営まれていますが，我

が国のおかれている厳しい経済環境の中で，未来を指向した地域に根づく産業づくり，雇用の確保・

創出が求められます。

このため，地域の特色を活かした農林業や商工業の振興に努めるとともに，観光資源の再発見と活

用も必要です。加えて，農林業と商工業，観光とのつながりの強化，起業の促進などは，地域経済の

活性化だけでなく，にぎわいのあるまちづくりや人材の育成，ＵＪＩターンの促進などの可能性を持

っています。

●地方分権への対応と計画的かつ効率的な地域経営

国及び地方の財政の悪化，日常生活圏の拡大，少子・高齢化の進行などの中で，地方自治体の自主

性，自立性を高める方向で地方分権に向けた制度の見直しが進んでいます。また，市町村の合併の特

例に関する法律(合併特例法)が平成７年と平成11年に大幅に改正されるなど，市町村合併の大きな流

れの中にあります。

このため，行財政基盤を強化し，多様化・高度化する住民ニーズへの対応と個性あるまちづくりを

進めることが大切であり，そのための有効な手段として，市町村合併に取り組む必要があります。

市町村合併への取組みにおいては，住民意向の把握やその反映に努めながら，関係市町村と連携し

ていくことが大切であり，さらに，ＪＡ，商工会，社会福祉協議会など，関係機関への情報提供や協

調を図り，住民生活に関わる諸機能の維持・充実や地域振興を円滑に進めていく必要があります。

また，厳しい財政状況のもとで，成熟化する社会と多様化，高度化する行政需要に対応しながらま

ちづくりを推進していくためには，限られた財源と人員を有効に活用し，新しい時代への展望を持ち

ながら，行財政改革や事務の効率化を進め，経営的視点を取り入れた効率的で総合的な行財政運営を

推進する必要があります。さらに，住民の参加・協力による，地域ぐるみでのまちづくりも大切です。
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④ 特色・魅力づくりの特定課題

●２つのインターチェンジの活用

東西・南北の高速交通体系の結節点にあり，２つのインターチェンジが立地する条件を活かし，交

流拠点や産業・就業拠点の整備・充実や有効活用を進めることが大切です。

●水系を通じた広域連携・交流の先導

日本海と瀬戸内海に通じる２つの主要河川の存在を活かし，広域的な連携・交流を先導する地域と

しての取組みを検討することが大切です。

●中国地方の中央部という立地性の活用

中国地方のほぼ中央部に位置し，かつ島根県との県境に位置する立地条件を活かし，広域的な役割

や拠点性の発揮などについて検討することが大切です。

●地域周遊ルートづくりとグリーンツーリズムの推進
※

新町には多彩な地域資源等が数多くあり，それ自体の魅力に加え，ネットワーク化することによる

魅力も創出し，より一層，資源の活用を図ることが大切です。

また，そうした資源や地域の自然，歴史文化等を活かしながら，グリーンツーリズムを推進するこ

とによって，地域を面的，全体的に活用していくことが期待されます。

●先人の知恵と歴史文化の保存・継承・活用

新町には有形・無形の文化財や，人々に培われてきた暮らしの知恵などが残されており，そうした

遺産を保存・継承すると同時に，つながりを持った整備・活用や情報の発信などに取り組むことが大

切です。

●まちづくりの担い手の育成とネットワークづくり

新町では様々な住民参加，住民主体のまちづくり活動が展開されており，そうした蓄積を踏まえて，

まちづくりの担い手の育成に努めるとともに，新町内はもとより，幅広くまちづくりの担い手や応援

団のネットワークづくりに取り組むことが大切です。
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Ⅲ 主要指標の見通し

１ 人口

(１) 総人口

山県東部４町の人口は，平成12年現在(国勢調査)21,929 人となっています。また，人口の推移を

昭和60年以降でみると減少傾向が続いています。

こうした推移や年齢構成をもとに，新町の人口を推計すると，目標年次の平成27年には，平成12

年よりも約1,900人少ない，20,050 人程度になることが予測できます。

しかし，４町が合併し，多彩な暮らしの豊かさをはぐくみながら，将来像の実現に向けて取り組み，

定住条件や地域の魅力を高めることによって，人口減少を抑制し，さらには人口の維持を目指して努

力することが大切です。

一方，国レベルにおいても，少子化の影響などにより，平成18年頃をピークに人口減少に転じ，広
※

島県はそれよりもやや早く減少すると予測される時代であり，新町において人口の維持を見込むこと

は，かなり難しい状況といえます。

したがって，新町においては，前記のような取組みを計画的かつ総合的に実施し，人口の減少を極

力抑制することにより，目標年次(平成 27年)の人口を21,000 人と計画します。

図 新町の人口推計と目標人口の設定

注１：平成１２年以前は国勢調査人口

注２：人口推計はコーホート・センサス変化率法による
※

（人）

21,000

22,926
22,458

21,929

21,390

20,780

20,050

17,000

19,000

21,000

23,000

25,000

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

＜推計値＞

＜目標(計画)人口＞
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(２) 年齢構成

21世紀の我が国の人口を取り巻く状況は，20世紀末から顕著に表れてきた少子・高齢化が一層進み，

高齢者人口が平成20年代には3,000 万人を超える一方で，総人口が平成18年頃から減少に転じると

予測されています。

山県東部４町においては，平成 12年現在で老年人口比率が31.8％を占め，国や県平均を大きく上

回り，今後とも高齢化が進む状況にあります。また，少子化についても，年少人口比率が13.5％(平

成 12年)と，国や県平均を下回るなど，少子化が進んでいます。

こうした状況の中で，新町の年齢別の人口を推計し，目標年次(平成 27年)における人口構成を，年

少人口比率約 14％，生産年齢人口比率約52％，老年人口比率約34％と計画します。

表 新町の年齢３区分別人口構成

注１：平成12年の人口は国勢調査。総数には，年齢不詳１人を含む。
注２：平成27年の人口は推計を基にした計画人口。

区 分
平成12年(実績) 平成 27年

実数：人

(推計・計画)

実数：人 構成比：％ 構成比：％

年少人口

(０～14歳)
2,966 13.5 2,940 14

生産年齢人口

(15～64歳)
11,981 54.6 10,920 52

老年人口

(65歳以上)
6,981 31.8 7,140 34

総 数 21,929 100.0 21,000 100
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２ 世帯数

山県東部４町の平成12年の世帯数は7,844世帯で，人口は減少傾向にありますが，世帯数はゆるや

かな増加傾向にあります。

これは，１世帯当たりの世帯人員が減少していることによるもので，昭和60年には3.17 人／世帯

でしたが，平成２年には2.93 人／世帯となり３人を割り込み，それ以降もゆるやかに減少しながら今

日に至っています。

新町における平成27年（目標年次）の１世帯当たり世帯人員は，平成２年以降の推移をもとに推計

すると，約2.5人／世帯になることが予測されます。

しかし，新町のまちづくりにおいて，定住促進などを進め，１世帯当たりの世帯人員の減少をでき

るだけ抑えることによって，約2.6 人／世帯を目標にします。

その結果，前記の目標（計画）人口と合わせて算定すると，約8,100世帯となります。

図 新町の目標とする世帯数の設定

実績(国勢調査) 目標(計画)世帯数

7,812 7,723
7,844 7,900 8,000 8,100

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

（世帯）
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Ⅳ 新町建設の基本方針

１ 新町の将来像

(１) 将来像

新町には，豊かな緑と水，多様な地形・生態系を有する自然が息づき，歴史や生活文化がはぐくま

れ，観光・レクリエーション施設や交流施設，福祉施設など，地域ごとに特色のある公共公益施設な

ども立地しています。また，東西(近畿・九州)及び南北(山陽・山陰)の交通の結節点でもあり，広域

的な役割を担いながら，定住・交流圏づくりを先導することも期待できる地域です。

一方で，まちづくりを取り巻く状況は，地方分権，成熟社会等に向け大きく変動しており，地域が

持続的に発展していくためには，広域的な視点を持って，まちづくりの総合的な能力と同時に，特色

ある施策を進める能力を高めていくことが大切です。

こうした状況の中で，魅力のある住みよい新町を構築していくためには，それぞれの地域の特色や

資源を活かすとともに，理念等を共有しながら，広域的な視点から一体的にまちづくりを進める必要

があります。

このため，新町のまちづくりを進めるに当たっての共有の将来像(地域像)と，その実現のための基

本テーマ(取組み方向)として，｢源流域の自然と田園文化が息づく『やまなみ中央タウン』―参加と交

流による多彩な暮らしの豊かさづくり―｣を掲げ，その具体化に向けて取り組むものです。

この将来像は，源流域の自然(源流・川，動植物，地形…)と田園文化(歴史，郷土芸能，教育，まち

づくり活動…)に代表される資源を有し，中国地方の中央に位置する新町において，交通条件や地域資

源の活用と拡充などに取り組みながら，多彩な自然や文化が息づき魅力ある機能・空間を備えた｢住ん

でみたい・住み続けたい・住んでよかった｣と思えるまちの構築を目指しています。

また，位置及び高速交通体系において，中国地方の中央部に位置すること，そして源流域であるこ

とや豊かな田園文化を再認識し，広く地域をアピールするとともに，広域的な役割を担っていくこと

も意図しています。

さらに，将来像の実現のための基本テーマは，住民等のまちづくりへの協力と参加，さらには広く

交流を進めることによって，現在ある地域資源や諸機能の魅力づくり及び新たな創出に努めるととも

に，それらのネットワーク化を進め，より魅力ある暮らしの豊かさを生み出そうとするものです。

＜将来像の実現のための基本テーマ(取組み方向)＞

参加と交流による

多彩な暮らしの豊かさづくり

源流域の自然と田園文化が息づく

『やまなみ中央タウン』

新町の将来像(地域像)

＜まちづくりの資源・キーワード＞

○２つの水系，源流域 ○参加と交流

○多彩な自然(地形，生態系…)，田園 ○住みよさ・活力(豊かさ)

○歴史文化(有形･無形の文化財，教育文化…) ○中国山地(やまなみ)

○中国地方の中央(位置・交通の中央，まちづくりの先導・発信…) など
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(２) 新町の広域的な役割

新町は，南に政令指定都市である広島市や山県郡西部３町村(平成16年10月，安芸太田町の発足予

定)が，北及び西に島根県西部地域が，東に平成16年３月発足の安芸高田市が隣接しています。

これら地域とは，中国縦貫自動車道や中国横断自動車道広島浜田線，一般国道186号，191号，261

号，433号などで結ばれています。また，新町は東西・南北の高速交通体系の結節点でもあり，東は

近畿，西は九州，南は広島市及び周辺の都市部，北は日本海沿岸地域などとつながっています。

さらに，新町は，位置及び高速交通体系から，中国地方の中央部に位置する特徴も備えているとと

もに，日本海につながる江の川と瀬戸内海につながる太田川という２つの水系の源流域でもあります。

こうした立地性に加え，新町の自然や歴史文化，そして，交流やレクリエーション，体験学習など

の資源・施設，産業，住民参加の地域活動などは，新町におけるまちづくりの資源であるとともに，

広域的な役割を発揮する資源でもあります。

まちづくりを進めるためには，その地域内だけでなく，広域的な連携や交流，役割などを模索しな

がら，幅広く英知を結集し取り組む必要があります。同時に，自分の地域だけでなく，周辺地域を含

めた圏域の発展，さらにはつながりを持つ地域との相互協力を意図することも大切で，そのことが自

分の住む地域の魅力あるまちづくりや信頼，愛着につながるといえます。

このため，新町においては，次に示す広域的な役割を担うことを目指します。

● 立地性(位置と交通の中央，水系，自然，歴史文化など)や地域活動を活かした広域交流・連携

の要としての役割―広域交流・連携の要―

● 自然，田園文化等を活かした多彩な体験学習やレクリエーション，交流の場などを提供する役

割－多彩な体験学習・レクリエーションの場－

● 地域の特色(自然，歴史文化，教育，福祉など)を活かした多彩な定住・滞在の場を提供する役

割―多彩な定住・滞在の場―

● 安心・安全でおいしい食の提供と相互交流，健康づくりを促進する役割―安全・安心の食と健

康づくり―

九州
方面

日本海

新町
○広域交流・連携の要
○多彩な体験学習･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの場
○多彩な定住・滞在の場
○安全・安心の食と健康づくり

瀬戸内海

近畿
方面

広島空港

中国地方

中国地方

安芸高田市

広島市及び周辺都市部等

島根県西部地域

■新町の広域的な役割の発揮と連携

山県郡西部３町村

(16.10安芸太田町
の発足予定)
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２ 新町建設の基本方針

新町の将来像は，まちづくり全体を包含する目標であり，基本テーマはそれを実現するための手段・

方策の柱となる考え方です。

したがって，新町を建設していくためには，多種多様な施策を，将来像と基本テーマを踏まえなが

ら，体系的に位置づけ，施策の意義や効果，施策相互の関連を検討し，総合的かつ計画的にまちづく

りを進めていくことが大切です。

このため，基本テーマを踏まえながら，将来像と各種施策をつないでいくため，将来像と基本テー

マを支え，かつ，まちづくり(豊かさづくり)の展開方向を示す基本方針として，｢魅力，つながり，や

さしさ，元気｣をキーワードに４つの基軸を設定します。

■新町建設の基本方針(将来像を支える４つの基軸)

●多彩な地域資源と機能・空間が輝く魅力づくり

新町の自然や歴史文化，観光･レクリエーション施設，交流施設など様々な地域資源や機能の活用と，

新たな魅力の創出に努めるとともに，それらのネットワーク化を図り，多彩な地域資源と機能・空間

が息づくまちづくりを目指します。

●多様な交流と連携をはぐくむつながりづくり

高速交通体系をはじめとしたインターチェンジへの連絡と，地域内外の交通ネットワークの整備・

充実に努めながら，幅広い交流と連携，参加がはぐくまれるよう，情報の受発信や組織づくり，人的

なネットワークづくりなどに取り組み，多様なつながりが築かれ，深まるまちづくりを目指します。

●人と環境を大切にするやさしさづくり

21世紀の社会情勢を踏まえながら，住みよい地域を築くため，自然環境の保全やごみの減量化・リ

サイクル，省エネルギーなど循環型社会の形成への取組みを進めるとともに，一人ひとりが尊重され，

様々な活動に参加し輝いていく，人と環境を大切にするまちづくりを目指します。

●現在を支え明日を担う元気づくり

生き生きとした活力ある地域を築くため，現在を支え，明日を担う人づくりに取り組むとともに，

立地環境や土地条件，気候風土の特色を活かしながら，地域に根づく産業を育てるまちづくりを目指

します。

多彩な地域資源と機能・空間が輝く

魅力づくり

人と環境を大切にする

やさしさづくり

現在を支え明日を担う

元気づくり

多様な交流と連携をはぐくむ

つながりづくり

４つの基軸(基本方針)

相互に関連

豊かさ１：魅力づくり

豊かさ３：やさしさづくり 豊かさ４：元気づくり

豊かさ２：つながりづくり
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３ 土地利用構想

(１) 土地利用の方針

新町は，高原，丘陵地，盆地，谷間，河川空間などの様々な地形条件を備えており，その上に多様

な生態系や歴史的・文化的資源が存在し，市街地・集落地，農地などが形成されており，土地利用を

検討する上で，十分認識しておくことが求められます。

また，住民の暮らしと産業活動を支え，環境を保全・創出する基盤であり，限られた貴重な資源で

ある土地の利用に当たっては，それぞれの持つ固有性と条件を踏まえ，特色を活かすとともに，調和

のとれた計画的な土地利用を推進する必要があります。

そのための前提となる土地利用の方針を，次のように設定します。

① 新町の骨格を築く交流と連携による地域構造の形成

住みよく魅力的な新町を築いていくため，ハード・ソフトの両面から相互交流と連携を進める仕組

みを構築しながら，新町の広がりの中で，それぞれの特色の発揮と機能連携に取り組み，合併による

相乗効果が発揮できる地域構造の形成を図ります。

② 地域特性を活かした土地利用の推進

それぞれの地域や場所の特性を活かしながら，地域の個性や環境を守り育てる土地利用を進めると

ともに，地域資源の魅力づくりや創出に努めます。

③ 環境と共生する土地利用の推進

自然や歴史的な環境，生活環境，営農環境などの保全を図るとともに，循環型社会の形成に資する

土地利用を進め，うるおいと安らぎのある調和のとれた地域空間をはぐくんでいきます。

④ 安全と安心の土地利用の推進

自然災害や火災，交通事故などの抑制・防止に努めるとともに，保健・医療・福祉施設等の適切な

立地や，バリアフリーの環境づくりなどを進めるため，土地利用の面からも安全と安心の確保に取り
※

組みます。

⑤ 持続的な発展が可能な土地利用の推進

自然や歴史的な環境などと調和する中で，地域の特色を活かしながら，農業，商業・流通，工業な

どがしっかりと根づき，持続的に発展していけるよう，土地利用の面からも支えていきます。

１ 新町の骨格を築く交流と連携による地域構造の形成

２ 地域特性を活かした土地利用の推進

３ 環境と共生する土地利用の推進

４ 安全と安心の土地利用の推進

５ 持続的な発展が可能な土地利用の推進

土地利用の方針
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(２) 地域構造の形成方針

新町が，一体的な地域として，豊かさの創出と魅力づくりを進め，持続的に発展していくためには，

交流と連携を深めながら，それぞれの特色を活かした多彩な拠点・ゾーンの形成とそのネットワーク

化を図る必要があります。また，こうした拠点とネットワークづくりにおいては，自然環境や歴史文

化，暮らしとの調和を図っていくことが大切です。

このため，新町全体からみた地域構造を明確にし，その充実・整備を図る必要があり，こうした取

組みが，それぞれに魅力的な拠点を形成し，さらに，それらがつながり合うことによって，総合的な

魅力を発揮する，豊かな地域を築いていくことにつながります。

また，新町の地域構造を形成していく上では，旧町の行政サービス等の中心であった拠点の役割や

位置づけを再編成する必要があり，新町全体を圏域とした広域拠点と，主としてそれぞれの地域を圏

域とした地域拠点を設定します。

図 新町における地域構造形成の考え方

地域拠点
（芸北）

地域拠点
（豊平）

広域拠点･
地域拠点
(千代田)

地域拠点
（大朝）

多彩な拠点・ゾーン

緑と水の環境
歴史文化

交流軸づくり

九州 近畿

山陽
（瀬戸内海）

山陰
（日本海）

中国地方の中央（位置・交通）

新 町
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① 多彩な拠点・ゾーンと水と緑の環境づくり

新町においては，施設・機能立地の状況や新たな可能性を考慮し，役割分担と連携を図る中で，様々

な性格と内容を有する多彩な拠点・ゾーンの充実・整備とネットワーク化を目指します。

また，新町を特徴づけ，かつ，環境を守り，はぐくむ重要な要素として，森林を中心とした自然環

境及び河川等の水辺の空間があり，その保全・活用に取り組みます。

表 新町における拠点・ゾーン等の設定

■新町の骨格的な拠点・ゾーンの構成

区分

主として施設・機能面からみた拠点・ゾーンの形成
主として環境面からみた緑と水のゾーンと環
境軸の保全・活用

総合的･複合的な拠点
資源活用や主として特定機
能 に 関 す る 拠 点 ･
ゾーン

地域的な広がりを有す
る環境の保全･活用に
関するもの(ゾーン)

河川を中心とした環
境の保全･活用に関す
るもの(軸)

骨
格
的
な
拠
点
・
ゾ
ー
ン(

地
域
的

な
広
が
り
を
有
す
る
も
の)

●広域拠点
●地域拠点

●高原と源流域の自然体
験・レクリエーションゾ
ーン

●高原と源流域の緑の
環境ゾーン
(左記と区域が重複)

●盆地と里山の交流・レク
リエーションゾーン

●盆地と里山の緑の環
境ゾーン
(左記と区域が重複)

●中世・歴史文化ゾーン ●水の環境ゾーン
○聖湖･水の環境ゾ
ーン
○仙水湖と滝山峡･
水の環境ゾーン

特
定
区
域
や
そ
れ
に
準
じ

た
も
の

●生活中心地 ●特定機能に特化した拠点
○自然体験･スポーツ･レ
クリエーション拠点
○観光･交流拠点
○歴史文化･交流拠点
○保健･医療･福祉拠点
○生産･就業拠点
●特定区域を対象とした検
討ゾーン
○土地活用検討ゾーン

●２つの水系におけ
る環境軸
○江の川水系・水の
環境軸
○太田川水系・水の
環境軸

聖湖・水の環境ゾーン

仙水湖と滝山峡
・水の環境ゾーン

芸北エリア

豊平エリア

大朝エリア

千代田エリア

盆地と里山の交流・レクリエーションゾーン
（盆地と里山の緑の環境ゾーン）

高原と源流域の自然体験・レクリエーションゾーン
（高原と源流域の緑の環境ゾーン）

中世・歴史文化ゾーン地域拠点

地域拠点

地域拠点

広域拠点･地域拠点
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表 拠点・ゾーン等の位置づけと整備方針(１／２)拠点・ゾーン 位置づけ･役割，整備方針 場所・区域

骨
格
的
な
拠
点
・
ゾ
ー
ン(

地
域
的
な
広
が
り
を
有
す
る
も
の)

総
合
的
・
複
合
的
な
拠
点

広域拠点 ＜位置づけ･役割＞
新町における行政及び各種公共公益サービス，商
業，就業等の中心的な機能を担います。
＜整備方針＞
交通条件や都市機能の集積を活かすとともに，そ
れらとのつながりや調和を図りながら，土地の有効
活用による交流機能や業務機能等の強化に努めま
す。
また，緑地や河川，歴史的な資源などを活かしな
がら，安心・安全で快適な回遊性のある市街地の形
成を進めます。

○千代田エリア：八重市街
地，壬生市街地及びその周
辺

地域拠点 ＜位置づけ･役割＞
それぞれの地域を主たる圏域とした，各種公共公
益サービス等の中心的な機能を担います。
＜整備方針＞
公共公益施設サービス等の維持・充実を図るとと
もに，それぞれの地域の特色を活かした機能や空間
の整備・充実に努めます。

○芸北エリア：川小田地区
○大朝エリア：大朝地区，新
庄地区
○千代田エリア：八重市街
地，壬生市街地及びその周
辺
(広域拠点と重複)
○豊平エリア：琴庄地区，都
志見地区

資
源
活
用
や
主
と
し
て
特
定
機
能
に
関
す
る
拠
点･

ゾ
ー
ン
及
び
環
境
ゾ
ー
ン

高原と源流域
の自然体験・レ
クリエーショ
ンゾーン(高原
と源流域の緑
の環境ゾーン)

＜位置づけ･役割＞
高原や源流域の環境に包まれながら，様々な自然
体験や野外レクリエーション等の場が，地域的な広
がりの中に立地し，それぞれの魅力と併せて，共通
したテーマを有するゾーンです。
＜整備方針＞
緑と水の象徴的な自然環境を保全しながら，地域
資源の充実・整備と活用を進めるとともに，相互の
連携と役割分担を図り，新町の豊かさと魅力を守り，
生み出していくことを目指します。

○芸北エリアから大朝エリ
アの高原地帯や山地部を
中心とした区域

盆地と里山の
交流・レクリエ
ーションゾー
ン(盆地と里山
の緑の環境ゾ
ーン)

＜位置づけ･役割＞
盆地や里山の環境に包まれながら，観光・交流施
設やスポーツ・レクリエーション施設などが，地域
的な広がりの中に立地し，それぞれの魅力と併せて，
共通したテーマを有するゾーンです。
＜整備方針＞
盆地と里山の自然環境や田園環境を保全しなが
ら，地域資源の充実・整備と活用を進めるとともに，
相互の連携と役割分担を図り，新町の豊かさと魅力
を守り，生み出していきます。

○千代田エリアから豊平エ
リアの盆地や里山を中心
とした区域

中世・歴史文化
ゾーン

＜位置づけ･役割＞
中世を中心とした歴史的資源や民俗芸能の場など
が，地域的な広がりの中に存在し，それぞれの魅力
や価値と併せて，共通したテーマを有するゾーンで
す。
＜整備方針＞
それぞれの文化財等の保存・整備や活用を進める
とともに，周遊ルートやサインの整備，情報提供な
どを総合的に行います。

○大朝エリア，千代田エリ
ア，豊平エリアにかけて立
地する中世城館遺跡等を
含む区域

水の環境ゾー
ン
○聖湖･水の
環境ゾーン
○仙水湖と滝
山峡･水の
環境ゾーン

＜位置づけ･役割＞
緑に包まれた豊かな水辺の環境の中で，自然探勝
や環境学習，観光・レクリエーションなどの多様な
役割を発揮します。
＜整備方針＞
聖湖や仙水湖，滝山峡を中心とした水と緑の象徴
的な自然環境を保全・活用し，新町の豊かさと魅力
を守り，生み出していくことを目指します。

○聖湖及びその周辺
○仙水湖と滝山峡及びその
周辺
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表 拠点・ゾーン等の位置づけと整備方針(２／２)

拠点・ゾーン等 位置づけ･役割，整備方針 場所・区域

特
定
区
域
や
そ
れ
に
準
じ
た
も
の

総
合
的
・
複
合
的
な
拠
点

生活中心地 ＜位置づけ･役割＞
住民生活の利便性等を確保するため，地域拠点
の補完的な役割を担います。
＜整備方針＞
地域拠点を補完する機能の維持・充実を図ると
ともに，それぞれのコミュニティの特色を活かし
た機能や空間の整備・充実に努めます。

○芸北エリア：八幡，美和，
雄鹿原，雲月
○大朝エリア：田原，筏津，
大塚，宮迫，岩戸
○千代田エリア：本地，南方，
蔵迫，川戸
○豊平エリア：戸谷，阿坂，
志路原

資
源
活
用
や
主
と
し
て
特
定
機
能
に
関
す
る
拠
点･

ゾ
ー
ン

特定機能に特化
した拠点
○自然体験・ス
ポーツ・レク
リエーション
拠点
○観光・交流拠
点
○歴史文化・交
流拠点
○保健・医療・
福祉拠点
○生産・就業拠
点

＜位置づけ･役割＞
自然体験や観光，交流，生産・就業などの拠点
となる機能・空間が存在することによって，新町
の特色と魅力を発揮するとともに，広域拠点，地
域拠点などとつながりあって住みよいまちの基盤
を構成します。
＜整備方針＞
既存の施設・機能や環境を活かしながら，それ
ぞれに特色と魅力を有する多彩な拠点を形成する
とともに，拠点・ゾーンのネットワーク化を図り
ます。

○新町における施設・機能の
立地状況を踏まえ，各種拠
点を設定

特定区域を対象
とした検討ゾー
ン
○土地活用検討
ゾーン

＜位置づけ･役割＞
活用を検討する必要のあるまとまった土地であ
り，新町の新たな魅力づくりや機能創出の可能性
を有します。
＜整備方針＞
社会経済情勢を踏まえながら，土地条件やその
特色・可能性を把握し，土地活用の方向性や内容，
手法等を検討します。

○加計山麓丘陵地(大朝エリ
ア)
○県営大朝工業団地(大朝エ
リア)
○県営千代田工業・流通団地
(千代田エリア）
○県営豊平地区工業団地予
定地(豊平エリア)

環
境
軸

２つの水系にお
ける環境軸
○江の川水系・
水の環境軸
○太田川水系・
水の環境軸

＜位置づけ･役割＞
日本海と瀬戸内海に注ぐ２つの水系の存在を踏
まえ，環境保全や体験学習，水辺のレクリエーシ
ョンの場，さらには交流資源などとして活かして
いきます
＜整備方針＞
それぞれの場における河川の状況を踏まえなが
ら，防災・安全性の確保を図るとともに，河川環
境の保全・活用に取り組み，水辺においても新町
の豊かさと魅力を守り，生み出していくことを目
指します。

○河川空間及びその周辺：江
の川水系，太田川水系
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芸北

豊平

大朝

千代田

島根県
益 田 市
匹 見 町

広島県
戸河内町
加 計 町

中国縦貫自動車道

(主):主要地方道 (一):一般県道

中国縦貫自動車道

中国横断自動車道広島浜田線

I.C

I.C

(主)安佐豊平芸北線

国道261号
国道191号

国道186号
国道191号
国道433号
(主)旭戸河内線
(一)小原猪山線
(一)澄合豊平線

国道186号
国道261号

(主)浜田八重可部線
(主)旭戸河内線､(一)今福芸北線
(一)都川中野線､(一)波佐芸北線

(主)芸北大朝線(大規模林道)
林道細見大塚線

国道261号
(一)新庄千代田線

国道433号
(一)金屋壬生線
(主)浜田八重可部線
(主)千代田八千代線

(一)七曲千代田線
広域農道

(一)志路原大朝線
(町)船峠線

(主)安佐豊平
芸北線

国道433号

島根県
浜田市・江津市 方面
金城町 旭町 瑞穂町

安芸高田市
広 島 市

広島市方面

(一)都志見千代田線

(一)溝口加計線
広域農道

大規模林道
林道三谷塩明線

(主)広島豊平線

② 地域の一体性と暮らしを支える交流軸づくり

拠点・ゾーンや暮らしの場をつなぎ，地域内のネットワークを形成するとともに，地域外とのつな

がりを確保する主要な道路とその沿道等(高速道路はインターチェンジ周辺など)を交流軸として位置

づけ，その整備・充実を目指します。

こうした拠点・ゾーンと軸が一体となって，日常生活や生産活動など地域の様々な活動の骨格とな

り，さらに，空間や機能の面から，新町の特色や個性，魅力を表すことにもつながります。

＜広域的な交通軸＞

●中国縦貫自動車道及びインターチェンジ周辺 ●中国横断自動車道広島浜田線及びインターチ

ェンジ周辺

＜地域内外のネットワーク形成を目指す交流軸＞

●一般国道186号とその沿道 ●主要地方道千代田八千代線とその沿道

●一般国道191号とその沿道 ●一般県道澄合豊平線とその沿道

●一般国道261号とその沿道 ●一般県道小原猪山線とその沿道

●一般国道433号とその沿道 ●一般県道波佐芸北線とその沿道

●主要地方道浜田八重可部線とその沿道 ●一般県道金屋壬生線とその沿道

●主要地方道旭戸河内線とその沿道 ●一般県道都川中野線とその沿道

●主要地方道広島豊平線とその沿道 ●一般県道今福芸北線とその沿道

●主要地方道安佐豊平芸北線とその沿道 ●大規模林道とその沿道

●林道三谷塩明線とその沿道

＜地域内のネットワーク形成を目指す交流軸＞

●主要地方道芸北大朝線とその沿道 ●新町内の一般県道とその沿道

●町道船峠線・町道田原枕線(大朝町，豊平町，芸北町)とその沿道

●広域農道とその沿道 ●林道細見大塚線とその沿道

図 新町の主要な道路ネットワーク

※大規模林道のうち，芸北～大朝間は国道・県道利用区間
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38頁は白(左頁)
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４ 地域別整備の方針

(１) 地域別の将来像と位置づけ

新町を構成する４つの地域それぞれについて，全体の将来像(地域像)を踏まえながら，地域別の将

来像及び広域的な観点からみた位置づけと役割を設定します。

―
連
携
・
交
流
に
よ
る
資
源
の
有
効
活
用
と
相
乗
効
果
の
発
揮
―

多
彩
な
魅
力(

豊
か
さ)

を
備
え
た
新
町

高原の自然と文化を活かし，四季を通じたスポーツ・レクリエーション
活動や体験学習の場とするとともに，生涯にわたって心と体の健康づく
りの推進に向けた地域包括ケアシステムを発信する場として，また，高
冷地の特性を活かした農業の展開を図り，自然と共生する田園地域とし
ての役割を担います。

オールシーズン自然活用型交流と高原文化のまち・芸北
※

芸北エリア

高原や源流域としての自覚のもとに，暮らしの豊かさにつながる環境文

化（循環型社会など）を創出し，広く発信・連携していくとともに，中

山間地域における特色ある教育を展開する地域としての役割を担いま

す。

高原に輝く暮らしの環境文化のまち・大朝

大朝エリア

交通結節点としての立地性や都市機能の集積を活かしながら，広域的な

拠点としての機能を発揮するとともに，歴史的遺産の活用や魅力ある都

市空間の創出，多様な交流活動の場の提供などによって，文化の香りあ

ふれる田園都市としての役割を担います。

健康で豊かな文化田園都市・千代田

千代田エリア

歴史文化やそばのまちとしての蓄積などを活かしながら，参加と体験を

大切にした農村文化を醸成するとともに，それを軸として全国的な広が

りの中で都市と農村の交流を進める地域としての役割を担います。

参加と体験の農村文化と交流のまち・豊平

豊平エリア

＜地域別の将来像と位置づけ・役割＞
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(２) 地域別整備の方針

それぞれの地域の現況と特色，そして地域別の将来像や位置づけを踏まえながら，主要な整備方針

を設定します。

① 芸北エリアの整備方針

●四季の自然活用型交流を進める拠点と環境の整備・充実

地域全体が自然の博物館であるとの理念にたって，誇れる西中国山地国定公園の指定を尊重しなが

ら冬季のスキーや臥竜山を始めとする1,000ｍ級の山々での夏のハイキング,三段峡三ツ滝や聖湖,仙

水湖に見られる紅葉など,地域に存在する多くの自然資源や田園の原風景等を保全,活用しながら自然

観察や自然体験交流拠点の整備・充実に努め,四季を通じた自然活用型交流を進めます。

●地域包括ケアシステムの整備・充実

住民の保健・医療・福祉,さらには介護のニーズに対応するため,進めている地域包括ケアシステム

の充実を図り,行政と福祉,医療関係機関がより連携を密にして,地域の実情に応じた包括的なサービ

スの提供に努めます。

●高原の暮らしの豊かさを高める生活環境の整備

高原や源流域の環境などを活かしながら，上下水道や公園，コミュニティの場などの整備・充実に

取り組むとともに，芸北エリアの自然環境と調和した快適な住まいづくり，安全・安心な環境づくり，

小水力発電によるクリーンエネルギーの活用などを進めます。

●中山間地域における特色ある教育の推進

連携型中高一貫教育校である町立芸北中学校と県立加計高等学校芸北分校を軸に保･幼･小･中･高と

一貫した教育の実現を図り，児童生徒の確かな学力の向上と豊かな心を育てます。

また，豊かな自然を活かした体験学習，芸北エリアの自然条件を活用したスノースポーツの振興を
※

図ります。

●日常生活を支える地域拠点，生活中心地等の整備・充実

日常生活を支え，コミュニティの活力を維持・醸成していくため，複合的な機能を備える地域拠点

や身近な暮らしを支える生活中心地などの整備・充実を図ります。

●生活と交流を支える交通と情報のネットワークづくり

大朝や豊平，千代田エリア方面へのルートなど新町内のネットワークの強化や，広域的な道路網の

整備を促進するとともに，芸北エリア内の生活道路網の整備・充実や除雪対策等に努めます。

また，生活交通(バス路線)の確保・充実に努め，暮らしの利便性と安心を確保します。

さらに，定住促進や産業振興などを図るため，高度情報通信基盤の整備に努めるとともに，その有

効活用を進めます。

●元気な産業を育てる環境づくり

芸北エリアの立地条件や特色を活かしながら，生産性の高い農業や６次産業の育成，四季を通じた
※

観光･レクリエーションの振興などに努めるとともに，新しいクリーンエネルギーの開発に取組み，産

業の多様な展開や就業機会の拡大を図ります。



- 43 -

② 大朝エリアの整備方針

●自然と文化が織りなす多彩な拠点と環境の整備･充実

源流域の自然やテングシデ，野外活動施設などを活かしながら，自然体験･スポーツ・レクリエーシ

ョン拠点の整備・充実を図るとともに，地域住民の参加のもとに，温泉施設や自然環境，農業などの

地域資源を活かした観光･交流拠点の整備･充実に努めます。

また，小倉山城跡一帯の整備をはじめ文化財などの保存・活用や，新庄学園との連携による地域に

おける芸術文化活動などを促進し，歴史や芸術文化にふれあい，学び，多様な交流が生まれる場の整

備･充実を図ります。

さらに，加計山麓の丘陵地は，まとまった開発可能地であり，自然環境の保全と治山・治水に配慮

しながら，その活用について検討します。

●源流域から発信する環境にやさしいまちづくり

住民等の主体的な環境保全・創出活動を支援しながら，地域の特色を活かした循環型社会の形成に

取り組むとともに，源流域というはじまりの地から情報の受発信を行い，活動の広がりと連携に努め

ます。

また，源流域の自然環境や水資源の保全・利用を図るため，源流の森の保全に取り組むとともに，

自然環境に留意しながら，体験学習の場や親水空間・公園の整備及び確保を進めます。

●中山間地域における特色ある教育の推進

小倉山城跡や大朝町文化センター，新庄学園一帯の文化的な環境づくりを進めるとともに，新庄学

園との連携を図りながら，中山間地域における豊かな特色ある教育を進めます。

●源流域の暮らしの豊かさを高める生活環境の整備

源流域の環境などを活かしながら，公園，コミュニティの場などの整備・充実に取り組むとともに，

大朝エリアの環境と調和した快適な住まいづくり，安全・安心な生活環境づくりなどを進めます。

●日常生活を支える地域拠点，生活中心地等の整備・充実

日常生活を支え，コミュニティの活力を維持・醸成していくため，大朝地区における商業集積や，

大朝インターチェンジ周辺における玄関口にふさわしい市街地環境と機能の整備・充実に取り組むと

ともに，身近な暮らしを支える生活中心地などの整備・充実を図ります。

●生活と交流を支える交通と情報のネットワークづくり

芸北や千代田，豊平エリア方面へのルートなど新町内のネットワークの強化や，広域的な道路網の

整備を促進するとともに，大朝エリア内の生活道路網の整備・充実や維持管理に努めます。

また，生活交通(バス路線)の確保・充実に努め，暮らしの利便性と安心を確保します。

さらに，定住促進や産業振興などを図るため，高度情報通信基盤の整備に努めるとともに，その有

効活用を進めます。

●元気な産業を育てる環境づくり

大朝エリアの立地条件や特色を活かしながら，生産性の高い農業や６次産業の育成，四季を通じた

観光･レクリエーションの振興などに努めるとともに，県営大朝工業団地については，長期的観点から

土地利用を検討し，産業の多様な展開や就業機会の拡大を図ります。
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③ 千代田エリアの整備方針

●文化田園都市の魅力を高める拠点と環境の整備・充実

千代田エリアにおける地域資源や施設・機能の立地を踏まえ，千代田町運動公園一帯におけるスポ

ーツ・レクリエーション拠点，古保利薬師や万徳院跡一帯における歴史文化・交流拠点の整備・充実

などを図るとともに，温泉を活かした観光・交流拠点などの整備・充実を促進します。

また，文化田園都市の環境と風景を醸し出す自然環境や田園環境，里山の保全・活用に努めるとと

もに，市街地や集落の環境を守り育て，自然と歴史文化と都市空間などが織りなす高度な環境づくり

を進めます。

●文化田園都市としての暮らしの豊かさを高める生活環境の整備

盆地と里山の自然環境や田園環境などを活かしながら，上下水道や公園，コミュニティの場などの

整備・充実に取り組むとともに，千代田エリアの環境と調和した快適な住まいづくり，安全・安心な

環境づくりなどを進めます。

●広域拠点を担う中心市街地の整備・充実

新町における複合的機能を備えた広域拠点として，暮らしの利便性と快適性，安心を高める公共公

益的な機能の整備・充実や市街地環境の魅力づくりを進めます。

●豊かな人間性をはぐくむまちづくりのための環境整備･充実

余暇の増大や生活様式の多様化に伴う住民の学習意欲や自己形成意欲の高まりに対応するため，そ

れぞれの価値観に応じて，自由に学べる生涯学習の充実に努め，公民館活動などの生涯学習支援体制

を推進します。

また，幼児教育や義務教育については，自然豊かな恵まれた環境の中で，子どもたちがのびのびと

育つことができるように，教育環境の充実・整備を行います。

●日常生活を支える地域拠点，生活中心地等の整備・充実

日常生活を支え，コミュニティの活力を維持・醸成していくため，地域拠点としての役割も担う中

心市街地(広域拠点)の整備・充実に取り組むとともに，身近な暮らしを支える生活中心地などの整備・

充実を図ります。

●生活と交流を支える交通と情報のネットワークづくり

芸北や大朝，豊平エリア方面へのルートなど新町内のネットワークの強化や，広域的な道路網の整

備を促進するとともに，千代田エリア内の生活道路網の整備・充実や維持管理に努めます。

また，新町の玄関口となる千代田インターチェンジに隣接する道の駅「舞ロードIC千代田」は，新

町内外の交通・観光交流の拠点として整備を進めるとともに，生活交通(バス路線)の確保・充実に努

め，暮らしの利便性と安心を確保します。

さらに，定住促進や産業振興などを図るため，高度情報通信基盤の整備に努めるとともに，その有

効活用を進めます。

●元気な産業を育てる環境づくり

千代田エリアの立地条件や特色を活かしながら，生産性の高い農業や６次産業の育成，四季を通じ

た観光･レクリエーション，商工業などの振興に努めるとともに，県営千代田工業・流通団地等の有効

活用を進め，産業の多様な展開や就業機会の拡大を図ります。
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④ 豊平エリアの整備方針

●｢そばのまち｣の農村文化と歴史，自然が織りなす多彩な拠点の整備･充実

豊平どんぐり村一体の整備・充実を進め，観光・交流拠点としての強化を図るとともに，吉川元春

館跡の保存・整備を進め，万徳院跡などを含め一帯の歴史文化・交流拠点としての整備･充実を図りま

す。

●自然と里山と農村文化が息づく環境と風景づくり

田園の環境と風景を醸し出す自然環境の保全に努めるとともに，里山の再認識と再評価のもとに，

その保全・活用に取り組みます。

また，「そばのまち」としての田園風景の保全・醸成や，それと調和した公共施設や住まいのデザイ

ンを検討するなど，農村文化が息づく風景づくりに努めます。

●田園の暮らしの豊かさを高める生活環境の整備

盆地と里山の自然環境や田園環境などを活かしながら，上下水道や公園，コミュニティの場などの

整備・充実に取り組むとともに，豊平エリアの環境と調和した快適な住まいづくり，安全・安心な環

境づくりなどを進めます。

●新町の拠点となる健康づくり機能の整備・充実

豊平どんぐり村のスポーツ施設や健康づくり機能などとの連携を図りながら，社会的なニーズ等を

踏まえた新たな健康づくりに向けた相談・指導体制の整備を進めるとともに，住民参加の活動やイベ

ントの蓄積などを活かし，生きがいづくりやレクリエーション機会の拡充に努め，新町における拠点

的な心と体の健康づくりの場を生み出します。

また，新町における健康づくりのセンター機能を担うため，それぞれの地域における健康づくりの

場の整備・充実と併せ，情報提供や相談・指導など健康づくりのネットワークの構築に取り組みます。

●日常生活を支える地域拠点，生活中心地等の整備・充実

日常生活を支え，コミュニティの活力を維持・醸成していくため，複合的な機能を備える地域拠点

や，身近な暮らしを支える生活中心地などの整備・充実を図ります。

●生活と交流を支える交通と情報のネットワークづくり

芸北や大朝，千代田エリア方面へのルートなど新町内のネットワークの強化や，広域的な道路網の

整備を促進するとともに，豊平エリア内の生活道路網の整備・充実や維持管理に努めます。

また，生活交通(バス路線)の確保・充実に努め，暮らしの利便性と安心を確保します。

さらに，定住促進や産業振興などの強化を図るため，高度情報通信基盤の整備に努めるとともに，

その有効活用を進めます。

●元気な産業を育てる環境づくり

豊平エリアの立地条件や特色を活かし，｢そばのまち｣としての地域振興を進めながら，生産性の高

い農業や６次産業の育成，四季を通じた観光･レクリエーションの振興などに努めるとともに，産業の

多様な展開や就業機会の拡大を図ります。

さらに，県営豊平地区工業団地予定地の開発については，優良田園住宅事業など，その有効活用に

ついて検討します。
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Ⅴ 新町の施策

１ 施策の展開方向

新町の将来像や新町建設の基本方針を踏まえ，施策の展開方向(体系)を次のように設定します。

＜新町の将来像
(地域像)＞

源流域の自然と

田園文化が息づく

『やまなみ

中央タウン』

新町の将来像とまちづくりの基本方針

将来像の実現のため
の基本テーマ
（取組み方向）

参加と交流による
多彩な暮らしの
豊かさづくり

施策の展開

新

町

建

設

の

基

本

方

針

(

将

来

像

を

支

え

る

４

つ

の

基

軸

)

豊かさ１：魅力づくり

多彩な地域資源と機能・空
間が輝く魅力づくり

自然と文化が息づく環境づくり

○歴史的・文化的資源の保全と活用 ○自然資
源の保全と活用 ○緑と水辺の環境の保全・
創出と活用 ○心に息づく風景づくり

総合的・計画的な土地利用と拠点づくり

○総合的・計画的な土地利用の推進
○多彩な拠点の形成とネットワーク化

定住を高める安全で快適な生活環境づくり

○快適な生活環境の整備 ○地域に根づく住ま
いづくりの推進 ○災害に強いまちづくり
○安全・安心の環境づくり

豊かさ２：つながりづくり

多様な交流と連携をはぐく
むつながりづくり

道路・交通網の整備

○道路網の整備
○生活交通の確保・充実

高度情報通信基盤の整備と活用

○高度情報通信基盤の整備
○情報通信技術を活かしたまちづくり

出会いと交流をはぐくむまちづくり

○交流資源の整備と活用
○地域間交流・国際交流の推進

豊かさ３：やさしさづくり

人と環境を大切にするやさ
しさづくり

環境にやさしいまちづくり

○循環型社会の形成
○自然環境の保全と活用
○環境保全対策の充実

人権の尊重とみんなで支える社会の形成

○人権の尊重と差別のない社会の実現
○男女共同参画社会の形成
○みんなで支える参加と交流のコミュニティづ
くり

健康で安心して暮らせるまちづくり

○保健・医療・福祉サービスの総合的な提供
○豊かな高齢社会の形成 ○健康づくりの推進
○子育て環境の充実 ○地域福祉の推進

信頼と実効性のある計画推進の体制づくり

○参加と連携によるまちづくりの推進
○地方分権に対応した行財政基盤の整備
○計画的で効率的な地域経営の推進

計画の推進

豊かさ４：元気づくり

現在を支え明日を担う元気
づくり

地域経済の元気づくり

○産業の担い手と働く場づくり
○農業の振興 ○林業の振興 ○工業の振興
○商業の振興 ○水産業の振興 ○観光の振興

人が輝くまちづくり

○生涯学習の推進 ○学校教育の充実
○心豊かでたくましい青少年の育成 ○歴史文
化の継承と創造 ○スポーツ・レクリエーシ
ョン活動の振興 ○地域活動の担い手づくり

○広域的な交流・連携の推進
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２ 部門別施策の方針と内容

(１) 豊かさ１：魅力づくり－多彩な地域資源と機能・空間が輝く魅力づくり－

新町の自然や歴史文化，観光･レクリエーション施設，交流施設など様々な地域資源や機能の活用と，

新たな魅力の創出に努めるとともに，それらのネットワーク化を図り，多彩な地域資源と機能・空間

が息づくまちづくりを目指します。

① 総合的・計画的な土地利用と拠点づくり

ア 総合的・計画的な土地利用の推進

それぞれの地域の状況と特色を踏まえながら，田園と高原と源流域の環境との調和を図る中で，

快適で活力のある市街地や集落がはぐくまれるよう，計画的な土地利用を推進します。

また，新町の長期総合計画など，新しいまちづくりに関する基本的かつ総合的な計画の策定につ

いては，諮問機関として｢まちづくり総合委員会｣を設置し，広く住民の意見を取り入れながら総合

調整を図ります。

イ 多彩な拠点の形成とネットワーク化

旧庁舎や文化交流施設など，広域･地域拠点における主要な施設を整備することにより，新町の速

やかな一体性の確保に資するとともに，生活中心地，そして様々な交流拠点などの整備水準の均衡・

充実を図り，拠点間の役割分担と連携に基づくネットワークを構築し，多彩な拠点を備え，それら

が有効に活用される地域を目指します。

また，土地の有効利用や新町の発展・魅力づくりに向け，加計山麓丘陵地，県営大朝工業団地，

県営千代田工業・流通団地，県営豊平地区工業団地予定地などの土地活用について検討します。

■主要事業【豊かさ１：多彩な地域資源と機能・空間が輝く魅力づくり】

施策の区分 事業名 事業の概要

総
合
的
・
計
画
的
な
土
地
利
用
と
拠
点
づ
く
り

総合的・計画的

な土地利用の

推進

土地利用計画事業 地図情報システムの整備，国土利用計画の見直し

国土調査事業 山林部の国土調査(大朝，千代田，豊平)

まちづくり景観形

成事業

景観形成計画の策定，まちづくり景観ポスターの募集など

啓発事業の推進

まちづくり総合委

員会設置事業

まちづくり総合委員会の設置

都市計画マスター

プラン※策定事業

都市計画マスタープランの策定

多彩な拠点の

形成とネット

ワーク化

公共施設等活用ネ

ットワーク事業

公共施設の機能分担及びネットワーク化による活用計画の

策定

文化交流拠点施設

整備事業

ふれあいセンターの整備(千代田)，図書館機能の拡張整備

(大朝)，移動図書館車の配備(大朝)，文化ホール(芸北)及

び公民館(豊平)の改修整備

交通拠点施設整備

事業

千代田インターチェンジ及び大朝インターチェンジ周辺の

整備

広域･地域拠点施

設整備事業

旧庁舎の増築･改修整備
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② 定住を高める安全で快適な生活環境づくり

ア 快適な生活環境の整備

新町における地域の状況を踏まえ，特色の創出と格差是正の観点を持ちながら，良質な飲料水の

確保や下水道，公園，集会・交流施設などの整備・充実に努め，地域特性に応じた生活環境づくり

に取り組みます。特に，公園の整備については，芸北高原の冷涼な気候と源流域における豊かな自

然を活かした新町の住民の憩いの場として一体感の醸成や整備水準の均衡が図られよう進めます。

イ 地域に根づく住まいづくりの推進

計画的かつ総合的に住宅政策を進めるため，新町としての住宅マスタープランを策定し，高齢者

等社会的弱者への配慮を図りながら，良質な住宅の提供と快適な住環境の創出に努めます。一方，

町営住宅については，公営住宅ストック総合活用計画を定めて，計画的に建替えや改修などを進め

ます。

また，自然環境と調和したゆとりのある住宅・宅地の整備，地域産材を利用した建築など，住ま

いの特色と魅力の創出に努め，定住促進の資源としても活かしていくことを検討するとともに，民

間住宅においても，人にやさしく(ユニバーサルデザイン)，環境に配慮した住まいづくりなどを促
※

進します。

ウ 災害に強いまちづくり

新町における地域防災計画を早期に策定し，住民の防災意識の高揚と参加のもとに，自主防災組

織の育成・強化など地域コミュニティにおける基礎的な防災体制の充実を図るとともに，新町にお

ける地域内の連携を図り，様々な状況に対応できるより強固な体制づくりを進めます。

また，自然環境に配慮しながら，治山・治水，市街地や集落における避難場所の整備・充実，消

防水利の計画的な整備などに取り組むとともに，大規模災害発生時の広域連携，冬期の積雪などを

考慮した防災体制を強化し，災害に強い地域構造の形成を図ります。

さらに，常備消防と消防団の充実に取り組み，常備消防については，中長期的な観点から新町と

しての一元化を図ります。

エ 安全・安心の環境づくり

関係機関や住民などとの連携のもとに，それぞれの地域の実情を把握しながら，交通安全対策や

防犯対策，消費者保護対策に取り組み，安心して安全に暮らせるまちづくりを進めます。
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■主要事業【豊かさ１：多彩な地域資源と機能・空間が輝く魅力づくり】

施策の区分 事業名 事業の概要

定
住
を
高
め
る
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

快適な生活環
境の整備

中山間地域総合整
備事業〔県事業〕

営農飲雑用水事業(千代田)

コミュニティ活動
総合支援事業

コミュニティ組織の育成･支援，コミュニティ施設の整備補
助，自主防災活動の支援

火葬場統合整備事
業

火葬場の統合整備

水道整備事業 簡易水道維持管理の高度化(芸北)，簡易水道基幹施設の改
良(大朝)

下水道整備事業 特定環境保全公共下水道施設の増設整備 (大朝)，公共下水
道事業及び特定環境保全公共下水道事業の推進並びに公共
施設への接続整備(千代田)

小型合併処理浄化
槽維持管理費補助
事業

小型合併処理浄化槽維持管理費の個人負担の軽減化

小型合併処理浄化
槽設置整備補助事
業

小型合併処理浄化槽設置整備補助の拡大

公園整備事業 川小田結いの里づくり(コナラ公園，親水公園)整備事業(芸
北)，芸北オークガーデン芝広場の整備(芸北)，わさ源流公
園の整備(大朝)

地域に根づく
住まいづくり
の推進

住宅マスタープラ
ン策定事業

住宅マスタープランの策定

公営住宅整備事業 町営住宅の整備(芸北，大朝，豊平)

定住環境整備事業 住宅団地の造成，定住環境の整備(芸北，大朝)

災害に強いま
ちづくり

中山間地域総合整
備事業〔県事業〕

防火水槽の整備促進(千代田)

急傾斜地崩壊対策
事業〔県事業〕

急傾斜地崩壊危険箇所の整備促進(千代田)

砂防事業〔県事業〕 出原川の整備促進(千代田)

河川整備事業〔県
事業〕

広域基幹河川(江の川)の河川改修の促進(大朝，千代田)

雪崩対策事業〔県
事業〕

雪崩危険箇所の整備促進(芸北)

地域防災計画策定
事業

地域防災計画の策定

コミュニティ活動
総合支援事業(再
掲)

自主防災活動の支援

高規格救急車両等
更新整備事業

高規格救急車両，水槽付消防車両及び救助工作車両の更新
整備

消防施設等整備事
業

消防ポンプ車両の更新整備，格納庫の整備

消防水利施設整備
事業

防火水槽の整備

安全・安心の環
境づくり

一般国道交通安全
事業〔県事業〕

国道186 号，433 号の交通安全事業(歩道等の整備)の促進
(芸北，豊平)

主要地方道交通安
全事業〔県事業〕

安佐豊平芸北線，千代田八千代線の交通安全事業(歩道等の
整備)の促進(芸北，千代田)

消費者相談窓口設
置事業

消費者相談窓口の設置
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③ 自然と文化が息づく環境づくり

ア 歴史的・文化的資源の保全と活用

神楽や田楽など新町全体にわたって伝えられている郷土芸能，吉川氏城館跡や製鉄遺跡をはじめ

とした広域的に分布している遺跡などについては，つながりを持って保存・継承・活用し，地域の

特色や魅力の創出にも努めます。

また，それぞれ固有の特色を有する歴史的・文化的資源の保存・継承と活用を図るとともに，数

多くの芸術家を輩出した文教地域に文化施設として美術館を整備し，他の文化施設とのネットワー

ク化に取り組むことによって，新町の交流や連携の円滑な推進と相乗効果の発揮に努めます。

イ 自然資源の保全と活用

個体群の絶滅が危惧される動植物やたくさんの命をはぐくむブナの原生林，西日本有数の湿原な

ど自然資源の保護に努めるとともに，これらの拠点施設である高原の自然館の整備拡充をはかり，

自然や環境の学習を進めます。さらに，新町において広大な森林資源の利活用について策定する「広

葉樹林文化の里づくり計画」に基づき,自然体験や自然科学を学べる場として交流コテージを整備し，

町内の小中学校の児童生徒や学術研究に興味のある地域住民が，自然資源を通じた活発な交流を展

開できるよう努めます。

ウ 緑と水辺の環境の保全・創出と活用

自然緑地や源流域の水辺の環境を保全するとともに，自然体験やレクリエーションの場の確保，

美しい風景づくりなどに努めます。

エ 心に息づく風景づくり

美しい山並みや高原，水辺の風景，歴史や地域性を感じる田園，まち並みなどを保全・創出する

ため，住民の風景に対する意識の高揚を図りながら，住民参加や行政・関係団体等が協働して取り

組むシステムの確立に努めます。

また，それぞれの地域や区域の特色を活かしながら，住民はもとより，訪れた人の心も魅了する

ような風景の保全と創出に取り組みます。

さらに，公共施設の整備においては，快適な環境と風景づくりの先導的役割を果たすよう努める

とともに，民間施設も対象とした風景づくりの指針などの作成を検討します。

■主要事業【豊かさ１：多彩な地域資源と機能・空間が輝く魅力づくり】

施策の区分 事業名 事業の概要

自
然
と
文
化
が
息
づ
く
環
境
づ
く
り

歴史的・文化的

資源の保全と

活用

吉川史跡保存整備
事業

展示ガイダンス施設の整備(豊平)
※

吉川史跡関連整備

事業

史跡指定地(日山城跡など)の土地購入

地域文化施設整備

事業

美術館の整備(大朝)

自然資源の保

全と活用

広葉樹林文化の里

づくり整備事業

｢高原の自然館｣の拡充整備，交流コテージの整備(芸北)

緑と水辺の環

境の保全・創出

と活用

環境基本計画策定

事業

環境基本計画の策定

心に息づく風

景づくり

まちづくり景観形

成事業(再掲)

景観形成計画の策定，まちづくり景観ポスターの募集など

啓発事業の推進

道路等清掃美化事

業

道路や河川の清掃活動への支援
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(２) 豊かさ２：つながりづくり－多様な交流と連携をはぐくむつながりづくり－

高速交通体系をはじめとしたインターチェンジへの連絡と，地域内外の交通ネットワークの整備・

充実に努めながら，幅広い交流と連携，参加がはぐくまれるよう，情報の受発信や組織づくり，人的

なネットワークづくりなどに取り組み，多様なつながりが築かれ，深まるまちづくりを目指します。

① 道路・交通網の整備

ア 道路網の整備

新町と他地域との連絡の強化を図るため，千代田インターチェンジ及び大朝インターチェンジへ

のアクセスを強化するとともに，一般国道や主要地方道などの整備を促進し，新町内外にわたる道

路ネットワークの形成に努めます。

また，新町内の道路ネットワークを強化するため，地域間や集落間を結ぶ道路，それぞれの集落

と広域拠点や地域拠点をつなぐ道路などの整備水準の均衡を図るとともに，特に，県管理道路の未

改良区間については，それぞれの地域を結ぶ連絡道路としての機能を確保・強化するために，コス

ト縮減策やローカル･ルールを活用しながら，新町においても，引き続き早期改良の実現に向けて積

極的に働きかけていきます。

骨格的な道路などについては，道路幅員や周辺環境を勘案しながら，歩道，街路灯及び街路樹の

整備，バリアフリー化など，安全で快適な道路環境づくりに努めます。加えて，新町における地域

の特色を現す道路の修景や，沿道を含めたまち並みづくりを進めます。

さらに，除雪をはじめ道路管理の円滑化・効率化に努めるとともに，地域住民による定期的な道

路の清掃活動及び道路管理の一部を住民が担う活動を支援します。

イ 生活交通の確保・充実

道路運送法の改正や住民ニーズに対応しながら，地域における生活交通を確保・充実するため，

新町における通学や高齢者等の通院，買い物などに係わる地域内連絡バスの再編整備を進めるとと

もに，新町における広域的なバス路線のネットワークづくり及びインターチェンジへの連絡強化な

ど，高速バス利用の促進や広域連絡バスの確保・充実に取り組みます。

また，住民に対するバス運行状況の情報提供やＰＲ，定期券・回数券などに係わるサービスの向

上，車両のバリアフリー化などバス利用促進対策を進めるとともに，バス運行に対する住民ニーズ

の把握や協議の場づくりに努めます。

■主要事業【豊かさ２：つながりづくり…多様な交流と連携をはぐくむつながりづくり】・その１

施策の区分 事業名 事業の概要

道
路
・
交
通
網
の
整
備

道路網の整備

生活交通の確

保・充実

一般国道改良事業

〔県事業〕

国道433号の改良促進(千代田，豊平)

主要地方道改良事

業〔県事業〕

旭戸河内線，安佐豊平芸北線，芸北大朝線，浜田八重可部

線，千代田八千代線，広島豊平線の改良促進(芸北，大朝，

千代田，豊平)

一般県道改良事業

〔県事業〕

都川中野線，波佐芸北線，八幡雲耕線，七曲千代田線，都

志見千代田線，烏帽子中原線の改良促進(芸北，千代田，豊

平)

街路事業〔県事業〕 壬生川西線(千代田)
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■主要事業【豊かさ２：つながりづくり…多様な交流と連携をはぐくむつながりづくり】・その２

施策の区分 事業名 事業の概要

道
路
・
交
通
網
の
整
備

道路網の整備 町道改良事業〔県

事業(過疎代行事

業)〕

町道細見畑ケ谷線の改良促進(芸北)

主要町道等整備事

業

町道竹本鷹ノ巣線，町道奥中原南門原線，町道長者原戸河

内線，町道小原大暮線，町道上田滝の平線，町道溝口大朝

線，町道米沢本郷線，町道浮島長者原線，町道大元政所線，

町道上小枝線，町道田原枕線，町道田原筏津線，町道新庄

西口上市線，町道女鹿原線，町道大朝宮迫線，町道横路線，

町道吉渡線，町道宮迫脇原線，町道尾長線，町道水越線，

町道十日市壬生線，町道下頼信３号線，町道八幡神社線，

町道側道31,32,33号線，町道乙熊線，町道寺原日南線，町

道城福線，町道中出線，町道河本中出線，町道本地グラン

ド線，町道正森線，町道下市線，町道小林川崎線，町道戸

谷掛札線，町道吉木掛札線，町道瀬山萩原線，町道志路原

上石線，町道大矢田の原線，町道久保角田中原線，町道石

中山線，町道戸坂今吉田線，町道大畠今吉田線，町道中郷

線の改良，馬場大橋，神崎橋，赤穂橋，御幸橋の架替 ほ

か(芸北，大朝，千代田，豊平)

都市計画道路整備

事業

古保利河本線の開設(千代田)

広域営農団地農道

整備事業〔県事業〕

広域営農団地農道の整備促進(芸北，千代田，豊平)

中山間地域総合整

備事業〔県事業〕

農道，集落道の整備促進(千代田，豊平)

主要農道整備事業 農道池野原庄原線，農道ぐいび谷２号線，農道中原中央２

号線の改良，農道古野線の開設 ほか(豊平)

森林居住環境整備

事業〔県事業〕

林道細見大塚線(芸北，大朝)，林道三谷塩明線(豊平)の整

備促進

主要林道整備事業 林道大原線の開設･改良，林道溝口畑ケ谷線，林道城岩支線，

林道後龍頭線の開設 ほか(芸北，豊平)

道路等清掃美化事

業 (再掲)

道路や河川の清掃活動への支援

道路維持管理事業 道路巡視員の設置

生活道路整備補助

事業

舗装整備補助基準の統一

生活交通の確

保・充実

新交通対策事業 路線の再編整備･運行，バス車両の購入

生活交通連絡協議

会設置事業

生活交通連絡協議会の設置

交通拠点施設整備

事業(再掲)

千代田インターチェンジ及び大朝インターチェンジ周辺の

整備
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② 高度情報通信基盤の整備と活用

ア 高度情報通信基盤の整備

多様な情報サービスを享受でき，定住の促進にも資するよう，地域イントラネットなど高度情報

通信基盤の整備に努め，行政情報等サービスの充実と各地域間の整備水準の均衡を図ります。

また，テレビ難視聴地区への共同受信施設の整備により，情報格差の是正による情報水準の均衡

を図るとともに，将来の地上波デジタル放送への対応も検討します。

イ 情報通信技術を活かしたまちづくり

暮らしの利便性や安心感などを高めるとともに，都市部などとの情報格差を感じないで生活や仕

事が営まれるよう，高速通信網の整備の推進と併せて，保健・福祉や防災，住まいづくり，産業の

高度化などにおける情報通信技術の活用を進めます。

また，住民サービスの向上と事務の効率化を進めるため，プライバシーの保護や防犯･安全対策に

取り組みながら，情報通信技術の進歩に対応した行政の情報化を図ります。

さらに，情報化に対応できる職員の養成や，子どもから高齢者までが情報通信技術を学ぶことの

できる機会の確保，インターネットを活用した幅広い情報の受発信と交流を進めます。

■主要事業【豊かさ２：つながりづくり…多様な交流と連携をはぐくむつながりづくり】

③ 出会いと交流をはぐくむまちづくり

ア 交流資源の整備と活用

新町に数多く立地する野外レクリエーション施設やスポーツ施設，温泉施設などの充実や新たな

整備，そしてネットワーク化を図るとともに，多彩な交流資源が存在し，それらが活かされるまち

を目指すために，新町の高速交通の要衝となる道の駅「舞ロードIC千代田」に伝統芸能の継承やイ

ベントの魅力づくりの拠点となる観光交流施設を整備し，新町の一体感の醸成と均衡ある発展に努

めます。

また，多彩な交流資源の活用を進めながら，地域内外にわたる活発な交流活動の展開を図るとと

もに，若者等の出会いと交流の促進に努めます。

施策の区分 事業名 事業の概要

高
度
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
と
活
用

高度情報通信

基盤の整備

中山間地域総合整

備事業〔県事業〕

情報基盤施設(芸北，千代田，豊平)の促進

電算システム統合

事業

電算システムの統合，行政情報のネットワーク化

地域イントラ整備

事業

主要公共施設のネットワーク化

情報通信格差是正

事業

テレビ放送難視聴地区への共同受信施設の設置，高速情報

通信化の推進

地域情報ネットワ

ーク整備事業

地域情報基盤施設の整備(大朝)

情報通信技術

を活かしたま

ちづくり

広報広聴整備事業 新町ホームページ※の開設

地域情報化推進事

業

ＩＴ講習の開催等
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イ 地域間交流・国際交流の推進

新町内の住民や様々な団体などの相互交流を進め，それぞれの個性を活かしながら，連携・協力

し一体的に発展できるまちづくりに取り組みます。特に，地域間交流を促進し新町の一体感と均衡

ある発展に資するため，屋内運動場や地区公民館などの交流施設を整備します。

また，江の川や太田川流域における交流・連携，県境や中国地方の中央という立地性を活かした

交流・連携，それぞれの地域における地域間交流の蓄積の活用を進めるとともに，歴史的な関係及

び物産や人のつながりなどを活かし，多彩な交流活動の展開を図ります。

国際交流については，住民ニーズや関心に合わせた多様な学習機会や体験機会の確保，情報提供

などを通じ，住民の豊かな国際感覚の醸成に努めます。

さらに，外国から訪れた人が安心して快適に過ごせるよう，サインやパンフレットを工夫するな

ど，情報提供に努めます。加えて，地域間交流や国際交流を進めるため，パンフレット等の印刷物

に加え，インターネットの活用などによる情報の受発信を進めます。

■主要事業【豊かさ２：つながりづくり…多様な交流と連携をはぐくむつながりづくり】

施策の区分 事業名 事業の概要

出
会
い
と
交
流
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

交流資源の整

備と活用

中山間地域総合整

備事業〔県事業〕

(再掲)

交流施設(豊平)の整備促進

道の駅整備事業 伝統芸能の館の整備(千代田)

公共施設等活用ネ

ットワーク事業

(再掲)

公共施設の機能分担及びネットワーク化による活用計画の

策定

公園整備事業(再

掲)

川小田結いの里づくり(コナラ公園，親水公園)整備事業(芸

北)，芸北オークガーデン芝広場の整備(芸北) ，わさ源流

公園の整備(大朝)

公共浴場施設整備

事業

どんぐり荘浴場の整備(豊平)

地域間交流・国

際交流の推進

新町サイン整備事

業

新町の案内板等の整備

国際交流事業 国際交流イベント等の開催

地域間交流施設整

備事業

屋内運動場の整備(芸北)，宮迫地区集会施設の整備(大朝)，

蔵迫地区公民館の整備(千代田)

広域･地域拠点施

設整備事業(再掲)

旧庁舎の増築･改修整備

文化交流拠点施設

整備事業(再掲)

ふれあいセンターの整備(千代田)，文化ホール(芸北)及び

公民館(豊平)の改修整備

姉妹･友好都市交

流事業

姉妹縁組･友好都市との交流の推進
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(３) 豊かさ３：やさしさづくり－人と環境を大切にするやさしさづくり－

21世紀の社会情勢を踏まえながら，住みよい地域を築くため，自然環境の保全やごみの減量化・リ

サイクル，省エネルギーなど循環型社会の形成への取組みを進めるとともに，一人ひとりが尊重され，

様々な活動に参加し輝いていく，人と環境を大切にするまちづくりを目指します。

① 健康で安心して暮らせるまちづくり

ア 保健・医療・福祉サービスの総合的な提供

住民の保健・医療・福祉ニーズに対応するため，行政と社会福祉協議会，医師会，歯科医師会，

薬剤師会，民間事業者などとの連携を強化し，地域の実情に応じた総合的なサービスの提供を図り

ます。

また，民間での対応が困難な地域において医療を確保するため，公立病院，診療所の維持を図る
※

とともに，過疎地域における医療の確保対策として施設への支援に努めます。

さらに，ボランティア活動など住民の積極的な参加を促進しながら，サービスの担い手の養成・

確保に努めます。

加えて，地域の医療機関や関係機関等との連携のもとに，生涯にわたる充実した保健サービスの

提供や環境衛生対策などに取り組むとともに，在宅医療や休日･夜間，救急医療の充実に努めます。

イ 豊かな高齢社会の形成

新町として一元的な介護保険制度への対応を図るとともに，行政と社会福祉協議会，医師会，歯

科医師会，薬剤師会，民間事業者などの連携のもとに，要介護・要支援高齢者のサービス需要とそ

の内容に応じた適切なサービスの提供を図ります。

また，高齢者がいきいきと暮らせるよう，生活支援サービスや健康づくり，高齢者の能力活用や

交流活動などによる生きがい創出と社会参加を進めるとともに，新町の自然環境や交流資源などの

活用や相互交流を図ります。

さらに，高齢者の権利擁護や安心して快適に暮らせる人にやさしいまちづくり，福祉教育の推進

などに取り組みます。

ウ 健康づくりの推進

健康づくりに関する住民意識の啓発や，地域の環境や資源を活かした健康づくりの場と機会の拡

充に取り組みながら，住民の主体的な健康づくり活動を促進します。

また，新町に多数立地する温泉施設やスポーツ施設を活用するなど，楽しみながら心と体を

リフレッシュする健康づくりにも取り組みます。
※

エ 子育て環境の充実

新町の恵まれた自然環境の中で，安心して子どもを産み育て，子どもが健やかに成長していける

よう，子育て家庭の支援や多様な保育サービスの提供を図るとともに，安全な生活環境づくりや遊

び場の確保，自然や歴史文化を活かした様々な活動の場の整備などに取り組み，定住促進にも活か

していきます。

また，民生委員･児童委員や関係機関と連携し，乳幼児や児童の虐待防止ネットワークづくりに努

めます。

オ 地域福祉の推進

人がやさしい豊かな福祉社会を形成していくため，住民の福祉に対する関心や意識を高め，ボラ
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ンティア活動をはじめ様々な福祉活動を促進するとともに，すべての住民がいきいきと活動でき，

心豊かに暮らせるよう，心と地域空間のバリアフリー化や，充実した福祉サービスの提供に努めま

す。

■主要事業【豊かさ３：やさしさづくり…人と環境を大切にするやさしさづくり】・その１

施策の区分 事業名 事業の概要

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

保健・医療・福

祉サービスの

総合的な提供

保健･医療･福祉サ

ービスプラン策定

事業

保健･医療･福祉サービスプランの策定

救急医療確保事業 休日夜間等救急患者の受入体制の確保

豊かな高齢社

会の形成

介護保険事業計画

策定事業

介護保険事業計画の策定

高齢者保健福祉計

画策定事業

高齢者保健福祉計画の策定

老人福祉施設整備

事業

ケアハウスの整備(芸北，大朝)

生活支援ハウス運

営事業

生活支援ハウス運営事業の拡大

高齢者住宅整備資

金貸付事業

高齢者住宅整備資金貸付利率の統一

高齢者等生活支援

事業

高齢者等生活支援サービスの拡大

高齢者福祉給付事

業

高齢者福祉給付金の拡大

介護予防･生きが

い活動支援事業

介護予防･生きがい活動支援サービスの拡大

家族介護支援事業 家族介護支援サービスの拡大

在宅ねたきり老人

等介護事業

在宅ねたきり老人等介護手当の拡大

緊急通報体制等整

備事業

緊急通報体制等サービスの拡大

ふれあいサロン事

業

ふれあいサロン実施箇所の拡大

地域ケア推進事業 地域ケア会議の設置

敬老事業 敬老祝金制度の新設，敬老会助成の統一

健康づくりの

推進

健康増進計画策定

事業

健康増進計画の策定

健康づくり体操教

室事業

健康づくり体操教室の充実

人間ドック助成事

業

人間ドック受診機会の拡大

歯科保健事業 歯科保健事業の推進
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■主要事業【豊かさ３：やさしさづくり…人と環境を大切にするやさしさづくり】・その２

施策の区分 事業名 事業の概要

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

子育て環境の

充実

次世代育成支援行

動計画策定事業

（児童福祉計画・

母子保健計画策定

事業）

児童福祉計画及び母子保健計画を包含した次世代育成支援

行動計画の策定

保育所整備事業 保育所の改築(大朝，千代田)

保育料統合事業 保育料の統一及び第３子目以降の無料化

特別保育事業 保育時間の延長，乳幼児保育，障害児保育など，特別保育

の充実

放課後児童対策事

業

児童館の整備(千代田)，放課後児童クラブの拡大

乳幼児医療対策事

業

乳幼児医療対象者の拡大

チャイルドシート

助成事業

チャイルドシート貸出の統一

ひとり親家庭等医

療費支給事業

ひとり親家庭等医療費支給事業にかかる所得制限の撤廃

母子・父子家庭支

援事業

母子･父子家庭支援サービスの拡大

母子保健推進事業 母子保健推進員制度の充実

義務教育終了祝金

支給制度

義務教育終了祝金支給制度の拡大

地域福祉の推

進

障害者福祉計画策

定事業

障害者福祉計画の策定

地域福祉計画策定

事業

地域福祉計画の策定

地域空間バリアフ

リー整備事業

道路の段差，歩道の拡幅，公共施設，町営住宅のバリアフ

リー化の改修等

広域･地域拠点施

設整備事業(再掲)

旧庁舎の増築･改修整備

人にやさしい移動

システム等整備促

進事業

人にやさしい移動システム等整備促進事業の拡大

重度心身障害者介

護手当支給事業

重度心身障害者介護手当支給対象者の拡大及び支給額の統

一

住宅災害復興資金

利子補給事業

住宅災害復興資金利子補給事業の拡大

住宅災害見舞金支

給事業

住宅災害見舞金支給事業の拡大

被災者生活再建支

援補助事業

被災者生活再建支援補助事業の拡大

がけ地近接等危険

住宅移転事業

がけ地近接等危険住宅移転事業の拡大

国民健康保険事業 葬祭費支給額の統一
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② 人権の尊重とみんなで支える社会の形成

ア 人権の尊重と差別のない社会の実現

心豊かで文化的な社会を実現するには，人権尊重の理念を正しく理解，体得することが必要であ

るという認識に立って，学校教育と社会教育のそれぞれの特質に留意しつつ，生命の尊さや他人と

の共生・共感の大切さなど普遍的視点からの取組みを重視し，人権教育・啓発を推進します。

イ 男女共同参画社会の形成

男女共同参画社会の形成に向け，男女平等の理念に基づいた教育や啓発を進めるとともに，男女

が社会のあらゆる分野へ等しく参画していく条件整備に取り組みます。

また，女性に対するあらゆる暴力の根絶など，女性の人権と健康が大切にされる社会の実現を目

指します。

ウ みんなで支える参加と交流のコミュニティづくり

新町における地域の特色を活かした多様な交流活動やコミュニティ活動，ボランティア活動など

を推進するとともに，地域間や団体間などの相互交流を促進し，参加と交流を大切にした豊かな地

域社会の形成に努めます。

また，コミュニティ活動やボランティア活動などを推進するため，新町におけるまちづくりの担

い手などの協力と参加を得ながら，人材の確保・養成や情報の提供などに取り組むとともに，新町

にある各種コミュニティ施設の有効活用と活動の場の整備・充実に努めます。

■主要事業【豊かさ３：やさしさづくり…人と環境を大切にするやさしさづくり】

③ 環境にやさしいまちづくり

ア 循環型社会の形成

環境に関わる団体などの支援や連携・交流の促進に努め，地域ぐるみで循環型社会に取り組む体

制の強化を図ります。

また，関係団体などと協力しながら，様々な場において分かりやすく魅力的な環境教育を行い，

住民，民間事業者等の環境意識と実践力を高め，環境負荷の少ない暮らしや事業活動を促進します。

排出者責任，拡大生産者責任の考え方を周知徹底するなど，住民等のごみや環境に対する意識の

高揚を図り，協力と参加を得ながら，ごみの減量化やリサイクル，適正な処理を進めます。

施策の区分 事業名 事業の概要

人
権
の
尊
重
と
み
ん
な
で
支
え
る
社
会
の
形
成

人権の尊重と
差別のない社
会の実現

人権相談事業 人権相談窓口の設置

人権教育･啓発推

進事業

人権教育･啓発指針の策定

男女共同参画

社会の形成

男女共同参画計画

策定事業

男女共同参画計画の策定

みんなで支え

る参加と交流

のコミュニテ

ィづくり

コミュニティ活動

総合支援事業(再

掲)

コミュニティ組織の育成･支援，コミュニティ施設の整備補

助
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公共施設の整備においては，水力，太陽光をはじめとしたクリーンエネルギーの導入や，環境に

配慮した整備方法を検討します。併せて，環境にやさしい住まいづくり情報などを分かりやすく住

民等への提供を進めます。

イ 自然環境の保全と活用

新町の自然に関する情報提供や学習機会の拡充に取り組みながら，住民等の自然に対する意識の

高揚や源流域であることの再認識を図り，緑を守り育てるまちづくりを広域的に展開し，森林の保

全・育成に加えて，生活空間における緑づくりも促進します。

また，防災や水源のかん養，生き物の生息，風景の保全など，自然のもつ多様な機能を認識し，

自然環境や生態系の保全に努めます。

さらに，地域全体を｢自然と歴史文化のミュージアム｣としてとらえ，新町における地域の特色を
※

活かした自然体験や歴史学習，農村文化体験などのできる場を適切に確保・整備するとともに，そ

れらのネットワーク化を図り，新町の魅力アップにもつないでいきます。その中では，幅広く住民

や研究者等の協力を得ながら，自然や歴史文化についての研究，資料収集を進め，資料の保存や展

示，情報の提供・発信などの場の整備・充実を図ります。

ウ 環境保全対策の充実

関係機関と連携しながら，大気，水質等の監視・測定体制の充実を図るとともに，環境ホルモン

などの化学物質による健康被害や環境汚染を防ぐための対策を進めます。

また，住民等の協力と参加を進めながら，自主的な環境保全や美化活動を促進するとともに，ご

みの不法投棄の防止や監視体制の強化に努めます。

さらに，各種環境情報を分かりやすく住民等へ提供し，住民や事業者の環境に対する意識の高揚

を図り，環境保全や公害防止への取組みを促進します。

■主要事業【豊かさ３：やさしさづくり…人と環境を大切にするやさしさづくり】

施策の区分 事業名 事業の概要

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

循環型社会の
形成

循環型社会形成計
画策定事業

循環型社会形成計画の策定

一般廃棄物処理計
画策定事業

一般廃棄物処理計画の策定

ごみ減量化対策事
業

生ごみ処理機設置の補助，マイバッグ運動の推進

畜産資源利活用整
備事業

家畜糞尿処理施設の整備(豊平)

リサイクル対策事
業

分別収集の細分化の推進

新エネルギー活用
プラン策定事業

新エネルギー活用プランの策定

自然環境の保
全と活用

環境基本計画策定
事業(再掲)

環境基本計画の策定

広葉樹林文化の里
づくり整備事業
(再掲)

｢高原の自然館｣の拡充整備，交流コテージの整備(芸北)

環境保全対策
の充実

不法投棄監視施設
整備事業

監視カメラの設置,監視パトロール車の整備

環境保全活動支援
事業

民間団体等の環境保全活動への支援

下水道整備事業
(再掲)

特定環境保全公共下水道施設の増設整備 (大朝)，公共下水
道事業及び特定環境保全公共下水道事業の推進並びに公共
施設への接続整備(千代田)
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(４) 豊かさ４：元気づくり－現在を支え明日を担う元気づくり－

生き生きとした活力ある地域を築くため，現在を支え，明日を担う人づくりに取り組むとともに，

立地環境や土地条件，気候風土の特色を活かしながら，地域に根づく産業を育てるまちづくりを目指

します。

① 人が輝くまちづくり

ア 生涯学習の推進

それぞれの地域におけるこれまでの生涯学習の蓄積や特色を活かしながら，生涯学習推進体制の

強化や人材の確保･養成に努め，主体的に学べる機会の拡充と学習内容の充実を図ります。

また，それぞれの地域に立地する既存の文化施設などの役割分担と個性化に努めるとともに，新

町を特徴づける新たな拠点的文化施設の整備を検討します。加えて，小・中学校などの学校開放を

はじめとする有効活用や，それぞれの地域におけるコミュニティの場の整備・充実に努めます。

さらに，新町における様々な生涯学習を支える施設と情報のネットワーク形成を図り，共有の資

源としての活用と情報の共有化を進め，新町の魅力アップにも努めます。

イ 学校教育の充実

幼児教育については，家庭や小学校，保育所との連携のもと，幼児期の成長段階に応じた適切な

教育が行えるよう努めます。

義務教育については，基礎的･基本的な学力の定着や個性を活かす教育，開かれた学校づくり，社

会の変化に対応した特色ある教育などを推進するとともに，児童生徒の健康と安全を確保し，豊か

な心とたくましく生きる力をはぐくんでいきます。

また，児童生徒数の推移や学校施設の状況を踏まえながら，教育環境の向上を図るため，小学校

通学区域の弾力化及び教育施設の適正配置を検討するとともに，安全性に配慮した小・中学校の学

校施設の計画的な整備・充実に取り組みます。

さらに，完全学校週五日制を踏まえ，地域の教育力を高め，学校と家庭，地域社会の連携のもと，

地域ぐるみで子どもたちを育てる環境づくりに努めるとともに，新町の自然や歴史文化，各種公共

施設などの活用による体験的な学習を推進します。

加えて，連携型中高一貫教育校を中心として，保･幼･小･中･高の連携教育に取り組むとともに，

新庄学園との連携を進めます。

ウ 心豊かでたくましい青少年の育成

青少年の育成にとって，最も基本となる家庭における教育力の向上を図るため，家庭教育に対す

る保護者の意識啓発や相談・指導体制の充実に努めます。

また，豊かな人間性や社会性をはぐくんでいくため，地域の自然や歴史文化，各種公共施設など

を活かしながら，青少年がいきいきとたくましく育つ環境づくりを進めるとともに，スポーツ・文

化・ボランティア活動や交流活動など自主的活動や社会参加を促進します。

さらに，学校，家庭，地域社会の連携のもとに，健全な社会環境づくりや非行防止などに取り組

みます。

エ 歴史文化の継承と創造

郷土の歴史文化にふれあう機会を多様に確保し，地域を知り，愛する心をはぐくみ，併せて，地

域間の相互理解と交流を進めます。

また，地域の文化施設や活動の歴史・伝統を活かしながら，住民の自主的で多様な芸術文化活動
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を促進するとともに，文化交流や優れた芸術文化にふれあうことのできる機会や情報の提供に努め

ます。

さらに，有形・無形の文化財などの保存伝承・活用や地域の歴史文化に関わる聞き取りなどを進

め，こうした情報を分かりやすく住民等に伝えていきます。

住民ニーズを把握しながら，それぞれの地域の文化施設などの有効活用や個性づけ，ネットワー

ク化などに取り組むとともに，新たな文化施設の整備を検討します。

オ スポーツ・レクリエーション活動の振興

スポーツ団体等の支援と連携・交流の促進に努めながら，住民が自由に選択し，主体的にスポー

ツ・レクリエーション活動を行うことができるよう，総合型地域スポーツクラブの設立・育成等に

よる活動機会の拡充，各種団体の育成，相談・指導体制及び情報提供機能の充実を図ります。

スキーやスノーボードなど地域環境を活かしたスポーツの推進及び質の高い技術・技能を有する

指導者の養成に努めます。

また，それぞれの地域の運動公園など既存施設の役割分担と個性化に取り組み，有効活用を進め

るとともに，特色ある公園・広場等の計画的な整備に努めます。

さらに，運動公園などの施設を活かし，広域的なスポーツイベントなどの開催に努めるとともに，

住民が主体となったスポーツ・レクリエーションに関わる催しなどの開催を促進します。

カ 地域活動の担い手づくり

新町におけるコミュニティ活動やボランティア活動，まちづくり活動などの担い手の協力と参加

のもとに，人的なネットワークを形成し，様々な地域活動の協力・支援体制の構築を図るとともに，

新たな担い手の育成に努めます。

また，新町の出身者や関わりのある人などの協力と参加を得ながら，新町のまちづくりなどに対

し，支援を得ることのできる広域的・全国的なネットワークづくりに努めます。

■主要事業【豊かさ４：元気づくり…現在を支え明日を担う元気づくり】・その１

施策の区分 事業名 事業の概要

人
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

生涯学習の推

進

生涯学習計画策定

事業

生涯学習計画の策定

広域･地域拠点施

設整備事業(再掲)

旧庁舎の増築･改修整備

文化交流拠点施設

整備事業(再掲)

ふれあいセンターの整備(千代田)，図書館機能の拡張整備

(大朝)，移動図書館車の配備(大朝)，文化ホール(芸北)及

び公民館(豊平)の改修整備

地域間交流施設整

備事業(再掲)

蔵迫地区公民館の整備(千代田)

生涯学習推進事業 生涯学習推進体制の充実
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■主要事業【豊かさ４：元気づくり…現在を支え明日を担う元気づくり】・その２

施策の区分 事業名 事業の概要

人
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

学校教育の充
実

学校施設安全改修
事業

小･中学校校舎･体育館の耐震調査，改築･改修(芸北，千代
田，豊平)

情報教育推進事業 校舎内ＬＡＮ，情報ネットワーク網の整備

教育プラン策定事
業

教育プランの策定

文化交流拠点施設
整備事業(再掲)

図書館機能の拡張整備（大朝），移動図書館車の配備（大朝）

ＡＥＴ招致事業 英語指導助手の配置

教育委員会事務処
理体制充実事業

専門的教育職員(指導主事等)の配置，事務処理の広域化･
共同処理の促進

芸北教育開発プロ
ジェクト※事業

芸北教育開発プロジェクトの充実，中高一貫教育の推進

障害児教育 補助教員の配置

環境教育推進事業 環境学習の推進

就学支援事業 奨学金制度の充実

教育相談事業 スクールカウンセラー※の活用

心豊かでたく
ましい青少年
の育成

青少年健全育成計
画策定事業

青少年健全育成計画の策定

歴史文化の継
承と創造

郷土芸能振興事業 郷土芸能振興協議会の設置，運営の支援

文化交流拠点施設
整備事業(再掲)

ふれあいセンターの整備(千代田)，図書館機能の拡張整備
(大朝) ，移動図書館車の配備（大朝），文化ホール(芸北)
及び公民館(豊平)の改修整備

吉川史跡保存整備
事業(再掲)

展示ガイダンス施設の整備(豊平)

吉川史跡関連整備
事業(再掲)

史跡指定地(日山城跡など)の土地購入

地域文化施設整備
事業(再掲)

美術館の整備(大朝)

道の駅整備事業
(再掲)

伝統芸能の館の整備（千代田）

広葉樹林文化の里
づくり整備事業
(再掲)

｢高原の自然館｣の拡充整備，交流コテージの整備(芸北)

スポーツ・レク
リエーション
活動の振興

町民運動会開催事
業

町民運動会の開催

スポーツ振興施設
整備事業

屋外プール(千代田)の整備

地域間交流施設整
備事業(再掲)

屋内運動場の整備(芸北)

地域活動の担
い手づくり

新ふるさと担い手
育成事業

地域リーダー，産業後継者などの育成･支援

コミュニティ活動
総合支援事業(再
掲)

コミュニティ組織の育成･支援，コミュニティ施設の整備補
助，自主防災活動の支援

新応援団づくり事
業

町友会組織の連携・強化
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② 地域経済の元気づくり

ア 産業の担い手と働く場づくり

新町における産業の担い手・後継者のネットワークづくりを図り，連携・交流を進めるとともに，

こうしたネットワークを活かしながら，定住対策などに取り組み，ＵＪＩターンの促進と新たな担

い手の育成，さらには起業の促進に努めます。

また，雇用創出などを進める体制を強化するとともに，先進事例の調査や情報の把握に取り組み

ながら，新町の実情に応じた施策の推進に努めます。

さらに，関係機関と連携し，雇用の場の確保と併せて，女性や高齢者，障害者などの就労機会の

拡充，能力開発，就労条件や福利厚生の向上を促進します。

イ 農業の振興

それぞれの地域における農業施策の特色と実績を活かしながら，新町における農業指導の体制づ

くりや農業者・農業関係団体との連携・強化を図るため，「（仮称）農業振興センター」を整備し，

農業振興の拠点として新町農業の一体性の速やかな確立に努めます。

また，関係機関等との連携のもと，新町の気候や風土，立地条件を活かした特色ある農産物の生

産や産地づくり，観光農業や６次産業の展開，特産品開発などを支援するとともに，農業生産基盤

の整備や担い手の育成，新規就農者を支援するための研修，育成，確保に取り組みます。同時に，

高齢者や女性がいきいきと農業に取り組める条件整備に努めます。

さらに，畜産の振興と併せ，大豆・飼料作物の生産及び資源のリサイクルによる安全・安心の土

づくりを進めるとともに，高収益な作物の栽培や機械化による効率的な農業を促進します。

農地の荒廃防止や有効利用など中山間地域の農業を維持・活性化していくため，高齢化の進行な

どを踏まえながら，農地の流動化と担い手の育成，地域営農集団の充実，そして法人化の促進に努

めるとともに，中山間地域等直接支払制度の有効活用を進めます。

農業の振興と農業を通じた多様な交流を進めるため，高齢者や女性などの参加を促進しながら，

少量多品目による特色ある産直市の育成に努めるとともに，市民農園の整備の検討や朝市の開催な

どに努めます。

また,広域的なネットワークを形成し物流の改善とあわせ生活環境の改善を図る広域営農団地農

道の整備と,中山間地域総合整備事業（安芸しょくの郷）により,農村地域の総合的な生産基盤・生

活環境基盤の整備を推進して新町の活性化を図り,広域的な農業農村関連施策に取り組みます。

ウ 林業の振興

林業の振興と森林の持つ公益的機能の維持・増進を図るため，国土調査の効率的な実施や林道を

はじめとした林業生産基盤の整備に取り組むとともに，森林組合等と連携して造林を推進し，育林

においては間伐事業を促進し，後継者の育成などにも取り組みます。加えて，里山を活用した林産

物の栽培などを促進します。

また，源流域の森への関心を高め，住民参加による森林づくりを進めるため，関係機関等と連携

しながら，源流域の森や水に関する情報提供，森林ボランティアの育成や様々な緑づくり活動の展

開などに努めます。

さらに，自然環境の保全に留意しながら，源流域の森や水を活かしたレクリエーションや体験学

習の場などの確保を図ります。

加えて,イノシシ,シカ,サル及びカラスなど,有害鳥獣による農作物等の被害については,猟友会

との連携を図りながら,駆除及び防護対策を進めます。
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エ 工業の振興

地域経済を活性化し雇用を確保していくため，道路網や下水道，高度情報通信基盤の整備，工業

用水の確保など立地環境の向上に取り組むとともに，県営大朝工業団地や千代田工業・流通団地等

への企業・事業所の立地や起業の促進に努めます。

また，関係機関と連携しながら，中小企業の経営の安定と高度化を支援するとともに，情報通信

技術の進歩など技術革新や時代の変化への対応を促進します。

オ 商業の振興

商業を活性化し，併せて暮らしの利便性の向上や安全･快適な買い物環境を確保するため，それぞ

れの地域の実情と特色を踏まえ，広域拠点や地域拠点などにおける商業機能の維持・充実を促進し

ます。

また，関係機関と連携しながら，相談・指導体制の充実と各種助成制度等の有効活用を進めなが

ら，中小小売業の経営の安定化などに努めます。

さらに，商業と農業，観光など関係団体との連携を図りながら，特産品づくりや販路の確保・拡

大，情報の受発信機能の強化を支援します。

カ 水産業の振興

内水面漁業の振興，漁業協同組合の支援，水産資源の維持増殖，川や水辺に住む魚，鳥，水生昆

虫などの生態系と触れ合う場づくりの整備及び源流域における水質環境の保全が図られるよう,河

川の清掃活動の支援などを進めます。

キ 観光の振興

観光ニーズの多様化，個性化など時代の潮流に的確に対応しながら，新町としての観光推進体制

の確立を図ります。

また，それぞれの地域における自然，歴史文化，産業などの資源を活かした観光資源の魅力づく

りに努めるとともに，サインや道路網，サイクリングコースの整備など観光ネットワークの形成に
※

取り組みます。

さらに，住民のもてなしの心の向上及び観光ボランティアやガイドの養成などに努めるとともに，
※

広域的な観光ネットワークの形成や情報の受発信機能の強化，宿泊・商業機能の確保など，観光客

の受け入れ体制の整備・充実を図ります。

■主要事業【豊かさ４：元気づくり…現在を支え明日を担う元気づくり】・その１

施策の区分 事業名 事業の概要

地
域
経
済
の
元
気
づ
く
り

産業の担い手

と働く場づく

り

新ふるさと担い手

育成事業(再掲)

地域リーダー，産業後継者などの育成･支援

工業団地等企業誘

致促進事業

企業誘致の促進(誘致環境の整備)

農業の振興 中山間地域総合整

備事業〔県事業〕

(再掲)

農業用排水(千代田，豊平)，農道(豊平)，ため池(豊平)，

集落道(千代田，豊平)，集落排水(豊平)，用地整備(豊平)，

交流施設(豊平)，情報基盤施設(芸北，千代田，豊平)

広域営農団地農道

整備事業〔県事業〕

(再掲)

広域営農団地農道の整備促進(芸北，千代田，豊平)

主要農道整備事業

(再掲)

農道池野原庄原線，農道ぐいび谷２号線，農道中原中央２

号線の改良，農道古野線の開設 ほか(豊平)

(仮称)農業振興セ

ンター整備事業

農業振興の拠点施設(農業者等の交流研修など)の整備
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■主要事業【豊かさ４：元気づくり…現在を支え明日を担う元気づくり】・その２

農業振興地域整備

計画等策定事業

農業振興地域整備計画等の策定

施策の区分 事業名 事業の概要

地
域
経
済
の
元
気
づ
く
り

農業の振興 農産物販売施設ネ
ットワーク化推進
事業

農産物販売施設のネットワーク化(顧客情報の交換，商品内
容，販売額などの均一化)

農業基盤整備事業 水田汎用化整備事業，畦畔改良整備事業(芸北)，小規模農
業基盤整備事業(千代田)

農産物集出荷施設
整備事業

農産物集出荷施設の整備(千代田，豊平)

転作奨励作物助成
事業

景観形成作物，特例作物の推進

特産品研究開発支
援事業

特産品研究開発への支援

農業体験学習事業 都市と農村との交流の推進

畜産資源利活用整
備事業(再掲)

家畜糞尿処理施設の整備(豊平)

林業の振興 森林居住環境整備
事業〔県事業〕(再
掲)

林道細見大塚線(芸北，大朝)，林道三谷塩明線(豊平)の整
備促進

主要林道整備事業
(再掲)

林道大原線の開設･改良，林道溝口畑ケ谷線，林道城岩支線，
林道後龍頭線の開設 ほか(芸北，豊平)

流域森林総合整備
計画策定事業

流域森林総合整備計画の策定

特用林産物振興事
業

特用林産物の生産振興

公園整備事業(再
掲)

川小田結いの里づくり(コナラ公園)整備事業(芸北)

工業の振興 工業団地等企業誘
致促進事業(再掲)

企業誘致の促進(誘致環境の整備)

商業の振興 商店街活性化支援
事業

商店街活性化ソフト事業(活性化計画の策定，集客力アップ
共同事業など)の支援

商工会活動支援事
業

商工会活動の支援

水産業の振興 公園整備事業 (再
掲)

川小田結いの里づくり(親水公園)整備事業(芸北)，わさ源
流公園の整備(大朝)

道路等清掃美化事
業 (再掲)

道路や河川の清掃活動への支援

観光の振興 中山間地域総合整
備事業〔県事業〕
(再掲)

情報基盤施設(芸北，千代田，豊平)の促進

地域情報ネットワ
ーク整備事業(再
掲)

地域情報基盤施設の整備(大朝)

吉川史跡保存整備
事業(再掲)

展示ガイダンス施設の整備(豊平)

吉川史跡関連整備
事業(再掲)

史跡指定地(日山城跡など)の土地購入

地域文化施設整備
事業(再掲)

美術館の整備(大朝)
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■主要事業【豊かさ４：元気づくり…現在を支え明日を担う元気づくり】・その３

施策の区分 事業名 事業の概要

地
域
経
済
の
元
気
づ
く
り

観光の振興 公園整備事業(再

掲)

川小田結いの里づくり(コナラ公園，親水公園)整備事業(芸

北)，芸北オークガーデン芝広場の整備(芸北)，わさ源流公

園の整備(大朝)

道の駅整備事業

(再掲)

伝統芸能の館の整備(千代田)

公共浴場施設整備

事業(再掲)

どんぐり荘浴場の整備(豊平)

新町サイン整備事

業(再掲)

新町の案内板等の整備

農業体験学習事業

(再掲)

都市と農村との交流の推進

広報広聴整備事業

(再掲)

新町ホームページの開設
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３ 計画推進の方針と内容－信頼と実効性のある計画推進の体制づくり－

(１) 参加と連携によるまちづくりの推進

新町において，それぞれの地域の個性を活かしながら，均衡ある発展を図っていくためには，地域

間の相互交流と相互理解を深め，地域の主役である住民がまちづくりに参加し，連携して一歩一歩，

目標に向けて取り組んでいくことが大切です。

このため，相互交流や学習の機会を多様に確保するとともに，住民に対して，分かりやすく的確に

行政情報等を提供し，多様な方法でまちづくりに関する意見・意向を把握し，住民がまちづくりに主

体的に参加できる条件づくりを図ります。

また，それぞれの地域やコミュニティなどで，住民主体のまちづくり活動が拡充・展開されるよう

地域振興基金を造成し，基金運用益の一部により，自治会組織等への支援を行います。

加えて，新町の出身者や関わりを持つ人などへの地域情報の提供，人的ネットワークの構築に取り

組み，幅広く新町のまちづくりを応援してもらえる仕組みを生み出していきます。

こうした取組みを進めながら，行政と住民，各種団体，企業が連携し，それぞれの役割と責任の自

覚のもとに，パートナーシップに基づくまちづくりが展開できるよう努めます。
※

(２) 地方分権に対応した行財政基盤の整備

地方分権の流れの中で，それぞれの地域が特色を活かし，市町村が自らの考えで責任を持って，個

性豊かな住みよいまちづくりに取り組んでいくことが求められています。また，国及び地方を通じた

財政の悪化，住民の日常生活圏の拡大，少子・高齢化の進行などを背景に，広域的に対応しなければ

ならない行政課題が増大しています。

このため，合併に伴う国・県からの特例的な財政措置を活かし，財政基盤の強化に取り組みます。

また，旧町のまちづくりの実績と特色を活かしながら，新町における地方分権に対応した行政体制

の強化と能力の向上を図ります。

(３) 計画的で効率的な地域経営の推進

国及び地方の財政状況は，極めて厳しい状況にあります。新町において国・県からの特例的な財政

措置が受けられますが，将来的には国全体の地方交付税の総額削減や見直しにより，地方交付税も予

断を許さない状況が生じてきており，今後とも，計画的で効率的な行政運営を行うことが不可欠です。

このため，限られた財源と人員を有効に活用し，最小の経費で最大の効果をあげるという視点を持

ちながら，成熟化する社会と多様化，高度化する住民ニーズに対応していきます。

また，新町においては，行政課題や住民ニーズを踏まえた組織，職員の効果的な配置，事務の効率

化を進めるとともに，費用対効果や実施した事業の評価の検討を通じて事業を選別し，重点的な施策

の実施と財政の効率的運営の確立など，経営的視点を取り入れた行財政運営を推進します。

(４) 広域的な交流・連携の推進

芸北広域市町村圏における均衡の取れた発展と住民サービスの向上，行財政の効率化を図るため，

関係自治体等との協力による広域連携の取り組みを進めていきます。

また，住民の参加を促進しながら，南の広島市や北の浜田市，江の川や太田川を通じた流域の地域，

歴史的なつながりを有する地域などとの交流・連携を進めるとともに，環境や伝統文化等の地域活動

を通じた広域的なネットワークづくりなどに努め，相互に豊かさを高めていけるまちづくりに取り組

みます。
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■主要事業【信頼と実効性のある計画推進の体制づくり】

施策の区分 事業名 事業の概要

参加と連携による

まちづくりの推進

合併記念事業 記念式の開催,記念モニュメントの設置

町章等制定事業 町章，町旗，町木，町花及び町歌の制定

コミュニティ活動

総合支援事業(再

掲)

コミュニティ組織の育成･支援，コミュニティ施設の整備補

助，自主防災活動の支援

地域懇談会開催事

業

住民の意見や要望の把握など

ワークショップ※

開催事業

ワークショップの開催

まちづくり総合委

員会設置事業（再

掲）

まちづくり総合委員会の設置

行政区長設置事業 行政と自治会組織等の連絡調整を図る行政区長の設置

地域振興基金造成

事業

地域振興のための基金の創設

道路等清掃美化事

業(再掲)

道路や河川の清掃活動への支援

新応援団づくり事

業(再掲)

町友会組織の連携･強化

地方分権に対応し

た行財政基盤の整

備

広域･地域拠点施

設整備事業(再掲)

旧庁舎の増築･改修整備

電算システム統合

事業(再掲)

電算システムの統合，行政情報のネットワーク化

計画的で効率的な

地域経営の推進

新町長期総合計画

策定事業

新町長期総合計画の策定

新町例規整備事業 新町例規データの電子化

行政情報誌作成事

業

住民向け行政情報誌の作成･配布

事務マニュアル化

整備事業

事務の効率化，行政サービスの均衡を図る事務統一マニュ

アルの整備

過疎地域自立促進

計画策定事業

過疎地域自立促進計画の策定

広域･地域拠点施

設整備事業(再掲)

旧庁舎の増築･改修整備

電算システム総合

事業(再掲)

電算システムの統合，行政情報のネットワーク化

地域イントラ整備

事業(再掲)

主要公共施設のネットワーク化

広報広聴整備事業

(再掲)

新町ホームページの開設

広域的な交流・連携

の推進

広域行政推進事業 芸北広域市町村圏など関係市町村との連携・強化

地域間交流推進事

業

やまなみ大学など中山間地域交流事業の推進

流域連携事業 江の川，太田川の流域関係市町村との連携・強化
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Ⅵ 公共施設の適正配置と整備

新町における公共施設(建築物及びその関連施設・設備等)の配置と整備については，中心部と周辺

部の調和に努めること及び既存施設の有効利用を図ることを基本方針とし，計画的かつ効果的に取り

組んでいきます。

●住民生活に配慮した公共施設の統合整備の検討

合併に伴い，公共施設についても，効率的な行政サービスの提供や維持管理等の観点から，そのあ

り方について見直していく必要があります。

その際，住民生活の急激な環境変化や行政サービスの低下にならないよう，それぞれの地域の実情

に配慮しながら，公共施設の統合整備についても検討します。

●まちづくりのあり方を踏まえた公共施設の充実・整備

新町においては，それぞれの地域の個性や特色を活かすとともに，新町全体としても均衡のとれた

魅力的な地域構造を形成していくことを目指しています。

このため目標とする新町の地域構造を踏まえ，既存の公共施設の充実・整備及び新規整備を検討し

ていきます。

●本庁及び支所等の役割分担と連携による行政機能の強化

新町の本庁舎としては，現在の千代田町役場とし，八重市街地，壬生市街地及びその周辺における

その他の公共公益施設などとともに，広域拠点としての充実・強化に努めます。

現在の芸北町役場，大朝町役場，豊平町役場については，支所として，それぞれの地域における行

政サービス拠点としての役割を担い，窓口サービス等の低下にならないよう，適正な組織の維持や人

員の配置を図ります。また，支所周辺の公共公益施設などとともに，地域拠点としての充実・強化に

努めます。

さらに，本庁，支所及び支所相互の情報ネットワークや連携・協力体制の構築を図り，行政の総合

力の強化と行政サービスの高度化，迅速化などにも取り組みます。

●公共施設のネットワーク形成による住民サービスの向上

本庁と支所に加え，公共施設全体での情報ネットワークや連携・協力体制を構築し，多様化・高度

化する住民ニーズへの対応を図ります。

＜公共施設の配置と充実・整備の７つの柱＞

１ 住民生活に配慮した公共施設の統合整備の検討

２ まちづくりのあり方を踏まえた公共施設の充実・整備

３ 本庁及び支所等の役割分担と連携による行政機能の強化

４ 公共施設のネットワーク形成による住民サービスの向上

５ 住民ニーズ及び費用対効果等を考慮した公共施設の充実・整備

６ 多彩な公共施設の相乗効果の発揮による新町の魅力づくり

７ 行政と住民等が連携・協力したコミュニティ施設などの管理運営
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●住民ニーズ及び費用対効果等を考慮した公共施設の充実・整備

公共施設の新規整備や既存施設の改修等においては，住民ニーズとともに，財政や費用対効果を考

慮し，将来にわたって有効活用される施設づくりを図ります。

●多彩な公共施設の相乗効果の発揮による新町の魅力づくり

新町には，教育文化，保健・医療・福祉，観光・交流，スポーツ・レクリエーションなど，特色あ

る様々な公共施設等があります。

これら施設の有効活用や充実・整備，さらには新たな公共施設の整備を図り，それぞれが魅力を有

するとともに，全体としても魅力を発揮していくよう相互の役割分担と連携を図ります。

●行政と住民等が連携・協力したコミュニティ施設などの管理運営

数多くの公共施設の維持管理や運営を，きめ細かく円滑に行うためには，行政だけでは限界があり

ます。

このため，行政と連携しながら，地域住民やボランティア，ＮＰＯが，コミュニティ施設等の維持

管理や運営に参加する仕組みの構築に努めます。
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Ⅶ 財政計画

１ 財政計画作成の基本的な考え方

財政計画は，次の基本的な考え方に基づいて作成しています。

○ 財政計画の期間は，平成17年度から令和６年度までの20か年度間について作成します。

○ 財政計画は，普通会計及び特別会計(上下水道事業)を対象に作成します。また，特別会計分の

経費については，普通会計の繰出金として計上しています。

なお，歳入，歳出の個々の算出方法については，｢２ 歳入｣及び｢３ 歳出｣で示しています。

２ 歳入

（１）地方税
※

地方税については，平成30年度までは決算額，令和元年度は決算見込額，令和２年度以降は令和元

年度決算見込額をベースに各税目の状況変化や社会情勢等を勘案して算出しています。

（２）地方交付税
※

普通交付税については，平成30年度までは決算額，令和元年度は決算見込額，令和２年度以降は費

目ごとの状況や見込等を勘案し積み上げ，算出しています。

特別交付税については，平成30年度までは決算額，令和元年度は決算見込額，令和２年度以降は過

去の実績から毎年度５億円を見込んでいます。

（３）国庫支出金・県支出金

国庫支出金・県支出金については，平成30年度までは決算額，令和元年度は決算見込額，令和２年

度以降は過去の実績や財政計画上の事業に伴う国庫支出金・県支出金を見込んでいます。

（４）地方債
※

地方債については，平成30年度までは決算額，令和元年度は決算見込額，令和２年度以降は財政計

画上の事業に伴う既存の起債制度による地方債と合併特例債等の発行金額により見込んでいます。

（５）その他

地方譲与税，各種交付金，分担金及び負担金，使用料及び手数料，財産収入，諸収入等は，平成30

年度までは決算額，令和元年度は決算見込額，令和２年度以降は現況及び過去の実績から各科目の状

況変化や社会情勢等を勘案して算出しています。

３ 歳出

（１）人件費
※

人件費については，平成30年度までは決算額，令和元年度は決算見込額，令和２年度以降は退職者

の補充を抑制することによる一般職の人件費削減効果を見込んでいます。

（２）物件費
※

物件費については，平成30年度までは決算額，令和元年度は決算見込額，令和２年度以降は経費節
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減等の取り組みにより，毎年減額傾向を見込んでいます。

（３）扶助費
※

扶助費については，平成30年度までは決算額，令和元年度は決算見込額，令和２年度以降は現況及

び過去の実績から毎年度１%の増を見込んでいます。

（４）補助費等

補助費等については，平成30年度までは決算額，令和元年度は決算見込額，令和２年度以降は平成

30年度決算額をベースに毎年度1％の減を見込んでいます。

（５）公債費
※

公債費については，平成30年度までは決算額，令和元年度は決算見込額，令和２年度以降は財政計

画上の事業に伴う新たな地方債に係る償還見込額を見込んでいます。

（６）繰出金

繰出金については，平成30年度までは決算額，令和元年度は決算見込額，令和２年度以降は国民健

康保険事業，後期高齢者医療事業，介護保険事業，上下水道事業等の他会計への繰出金を見込んでい

ます。

（７）投資的経費
※

投資的経費については，平成30年度までは決算額，令和元年度は決算見込額，令和２年度以降は財

政計画上の主要事業にかかる普通建設事業及び主要事業以外の普通建設事業を見込んでいます。

（８）その他

維持補修費，投資・出資・貸付金等は，平成30年度までは決算額，令和元年度は決算見込額，令和２

年度以降は現況及び過去の実績や今後の経済情勢を勘案しながら見込んでいます。
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－用語の説明－

【あ行】

ＩＴ（アイティー）

インフォメーションテクノロジー（Information Technology）の略語で，インターネットなど

双方向の情報通信技術，情報工学の総称として用いられる。

アウトドア

戸外。野外。

アクセス（access）

①情報システムや情報媒体に対して，接触・接続を行うこと。

②コンピュータで，記憶装置や周辺機器にデータの書き込み又は読み出しをすること。

③産業・住宅の立地等での交通の利便性。

アピール

①世論に訴えること。人々に呼びかけること。呼びかけ。

②受け取る側の心を打つこと。

③訴えかける力をもつこと。魅力があること。

インターネット

世界中のコンピュータと，文字，映像，音声などによって結ばれる世界規模の情報通信ネット

ワーク。

ＮＰＯ(エヌピーオー：Non Profit Organization)

特定非営利活動法人。環境，福祉などの非営利活動を行う団体。

エネルギー

①力。力を出すもと。精力。活動力。

②物理量の一。物体や物体系がもっている仕事をする能力の総称。力学的仕事を基準とし，こ

れと同等と考えられるもの，あるいはこれに換算できるもの。力学的エネルギー（運動エネ

ルギー・位置エネルギー），熱エネルギー，電磁場のエネルギー，質量エネルギーが代表的な

もの。

③動力資源。

エリア

地域，区域，地帯，領域。

オゾン層

地球を取り巻く成層圏のうち，地上 20～25 ㎞付近の上空に形成された層。太陽から放射される

有害な紫外線の大半を遮断する。

オールシーズン

四季を通じて。一年中。

【か行】

ガイダンス

指導，案内。手引き。

ガイド

①案内すること。また，その人。

②手引き。

③指針。目印（めじるし）。

キーワード

①文章の理解や問題解決の手がかりとなる語。

②情報検索で，データを引き出すときの索引となる語または記号。索引語。

救急医療

救急医療は，軽症患者に対応する一次（初期）救急医療，重症患者に対応する二次救急医療，

最重症患者に対応する三次救急医療によって形成されている。

本文中で※を付けた用語を説明しています。同一用語が複数の場合は，最初の用語に※を付けています。
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クリーンエネルギー

化石燃料の燃焼や原子力などと違って，廃棄物によって環境を汚染することのないエネルギー。

太陽熱・地熱・風力・波力など。

グリーンツーリズム（green tourism）

都市住民が農山漁村に滞在し，地域の自然や文化，人々との交流を楽しむ余暇活動。

コーホート・センサス変化率法

人口推計の方法の１つ。基準年と５年後の男女別５歳階級別人口を用いて，その変化率を求め，

将来に当てはめて人口を推計する方法。コーホートは｢同時期に出生した人々の集団｣，センサス

は｢人口調査，国勢調査，各種社会調査｣。

【さ行】

サイクリング

自転車で道路を走るスポーツ。また，自転車での遠乗り。

財政関連の用語

・財政力指数

地方交付税の算定に用いる基準財政収入額を基準財政需要額で除したもので，過去３年間の平

均値を用いている。

・経常収支比率

経常経費充当一般財源の額を経常一般財源の額で除したものを百分率で表した値。当該団体の

財政構造の弾力性を測定する比率として使われ，おおむね 70～80％の間に分布するのが通常であ

る。したがって 80％を超える団体にあっては，その原因を究明し，経常経費の抑制に留意しなけ

ればならない。

［歳入関係］

・合併特例債

合併年度及びこれに続く 10 年度に限り，市町村建設計画に基づく特に必要な事業及び合併関係

市町村の振興のため行う基金造成に対して充当される特例地方債。

・地方交付税

国税のうち，所得税，法人税，酒税，消費税，たばこ税の一定割合を地方公共団体の人口，面

積などに応じ一定の計算方法で算定して交付されるもの。

・地方債

地方公共団体が必要な財源を調達するための債務で，対象となる事業は地方財政法等で制限さ

れている。

・地方税

市町村が課税する市町村民税，固定資産税，軽自動車税，市町村たばこ税，入湯税など。

［歳出関係］

・公債費

地方債の元利償還金，一次借入金利子の支払いに要する経費。

・人件費

議員報酬，特別職の給与，職員給与，退職金等。

・投資的経費

普通建設事業費，災害復旧事業費及び失業対策事業費を加えた経費。

・扶助費

社会保障制度の一環として，生活困窮者，児童，高齢者，心身障害者の生活維持を図る目的で

支出される経費。

・物件費

需用費，役務費，委託料等。

循環型社会

｢循環型社会｣とは，①廃棄物等の発生抑制，②循環資源の循環的な利用及び③適正な処分が確

保されることによって，天然資源の消費を抑制し，環境への負荷ができる限り低減される社会。
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診療所，病院

医療法では，病床数 20 床未満の医療施設を診療所とし，20 床以上を病院と定めている。

スクールカウンセラー

いじめや不登校等の問題に対処するため，臨床心理士の資格をもって学校に派遣される専門家。

①子どもとのカウンセリング②教師等とのコンサルテーション③保護者との面接相談④自由来室

活動⑤広報活動等を行う。

ストーカー

隠れて忍び寄る意。特定の相手に対し，つきまといや待ち伏せなどの行為を繰り返す人。執よ

うに追いかけ回す人。

スノースポーツ

スキーやスノーボードなど，雪上で行うスポーツ。

【た行】

ダイオキシン（類）

物の燃焼などによって生成される有機塩素化合物。催奇性や発がん性，免疫毒性がある。環境

ホルモン（内分泌かく乱物質）でもある。

長期債務残高

返済期間１年以上の債務を長期債務といい，国債，借入金等を加えた国の債務と地方債等の地

方の債務の合計残高を指したもの。

【な行】

ネットワーク

網。放送網，通信網，回線網。事業所網。物流や情報などの効率的で円滑な動き･流れを確保す

るため，関係のある対象を網目状（体系的）に連絡させること。

農業粗生産額（農業産出額）

農産物及び加工農産物の粗生産額の合計。平成 13 年値の発表から農業粗生産額は農業産出額に

名称を変更。

【は行】

パートナーシップ

友好的な協力関係。

バリアフリー

高齢者や障害者等の行動･生活上の障壁を取り除いた環境。例えば，段差の解消，スロープや手

摺りの設置，車いす用トイレ，音声案内など。

ピーク

①山の頂上。山頂。峰。

②物事の程度の最高の時。最高潮。

プライバシー

私事，私生活。私事に対して社会や他人から干渉を受けない権利。

プロジェクト（project）

研究や開発の計画。企画。

ホームページ

インターネットのＷＷＷ（world wide web：ワールド-ワイド-ウエッブ。ネットワーク上の複

数の独立した情報を変更することなく統合し，ハイパーテキストとして提供するシステム。）サー

バーに接続して最初に見える画面。個人や企業・団体が情報の発信を行う。ＷＷＷサーバーが提

供する画面の総称として使われることもある。

【ま行】

マスタープラン

基本計画。基本設計。
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ミュージアム（museum）

博物館。美術館。

【や行】

ＵＪＩターン

移住の行動パターンを アルファベットの形にたとえたもの。

Ｕ：地方出身の都市部の居住者が出身地に戻り，定職に就くこと。

Ｊ：地方出身の都市部の居住者が，出身地に近い中核都市に移住して定職に就くこと。

Ｉ：もともと都市部に住んでいた人が，地方に移住し定職に就くこと。

ユニバーサルデザイン

年齢や性別，身体的能力，国籍や文化など人々の様々な特性や違いを超えて，すべての人が利

用しやすい，すべての人に配慮したまちづくり，ものづくり，しくみづくりを行おうとする考え

方。

【ら行】

リサイクル

廃棄物の再利用。

リフレッシュ

元気を回復させる，取り戻すこと。気分をさわやかに，新たにすること。

６次産業

１次産業である農林水産物の生産，１次産品の加工・製造等の２次産業，さらに，流通販売や

観光農園，体験農園，農家民宿等の３次産業を組み合わせた新たな総合的産業をいう。

【わ行】

ワークショップ

まちづくりなどにおいて，専門家の助言を受けながら，住民などの参加者が共同作業を通じて

計画づくりなどを行う手法。




